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Ⅰ 介護総合演習の概要 

１ 介護総合演習とは 

 「介護総合演習」は，学習時間が 120 時間であり，校内で学ぶ各科目と「介護実習」をつなぐもので 

あることから，「介護実習」の 450 時間と一体的に学習することになる。これらの時間を合わせると， 

介護福祉士養成課程の 1,800 時間の 3分の１余りに相当し,介護福祉士の養成教育における「介護総合 

演習」と「介護実習」の重要性を示している。 

「介護実習」での学びは，実習の期間だけではなく，「介護総合演習」の時間に行う事前学習と事後

学習の充実が必須となる。「介護総合演習」における実習の事前学習は，他の福祉の科目で学んだ知識

や技術を統合化して「介護実習」で発展させることができるように準備を行い，介護実習での貴重な経

験をよりよい学びにするために行う。また，実習終了後は振り返りにより課題を明確化し，介護に対す

る考察を深め，介護観を形成し,専門職としての態度を養う。また「介護総合演習」では，「介護実習」

の体験がそのまま教材として活用され，実践を振り返ることで，介護の楽しさや面白さが実感できる科

目である。 

  

２ 介護総合演習の内容 

 【介護実習の事前学習】  

「介護実習」の教育効果を上げるため,実習施設やそこで働く専門職についての理解を深めるととも

に,各科目で学んだ知識と技術を統合し，介護実践につながる学習を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【介護実習の事後学習】 

「介護実習」を振り返り,介護の知識や技術を実践と結びつけて統合，深化させるとともに，自己の

課題を明確にする。また，質の高い介護実践やエビデンスの構築につながる実践研究の意義とその方法

を理解し，専門職としての態度を養う内容とする。 

 

 

 

＊具体的には 

・実習施設等の理解  ・介護職員や他の職種の理解  ・生活支援技術の手順と留意点 

・レクリエーションの意義  ・感染症について  ・介護実習に必要な漢字 

・介護過程の展開（介護実習Ⅱ） ・介護実習の目的の理解と具体的な目標の確認 

・介護実習中の留意点  ・介護実習記録記載の留意点  ・実習生個人票の作成   

・介護実習壮行会での発表   

 

＊具体的には 

・お礼状の作成  ・介護実習のまとめの作成  ・介護実習報告書（事例報告）の作成 

・介護実習報告会での発表 
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３ 介護総合演習の年間計画 

２学年 

４～５月 10 回 １.介護実習の意義，介護実習の概要，介護実習Ⅰの目的・目標の理解 

２.介護実習に関する施設及び実習先の理解 

５～７月  18 回 ３.記録の意義，介護実習記録の書き方 

４.実習生個人票の作成 

５.介護実習の事前学習 

６.介護実習に必要な様式の準備と理解 

７.介護実習の心得と介護実習における留意事項の理解 

８.介護実習の評価についての理解 

９.介護実習壮行会 

７～９月 介護実習Ⅰ 

９～11 月  10 回 10.お礼状の作成 

11.介護実習Ⅰのまとめの作成 

11～１月  15 回 12.介護実習Ⅰ報告書の作成と介護実習Ⅰ報告会の準備 

13.介護実習Ⅰ報告会 

１～３月 10 回 14.介護実習Ⅱの目的・目標の理解⑴ 

15.介護過程の理解⑴ 

３学年 

４～５月 ４回 １.介護実習Ⅱの目的・目標の理解⑵ 

２.介護過程の理解⑵ 

３.実習先の理解 

５～６月  ８回 ４.介護実習記録・介護過程記録用紙の書き方 

５.実習生個人票の作成 

６.実習に必要な様式の準備 

７.介護実習の心得と実習における留意事項の確認 

８.介護実習の評価についての理解 

９.介護実習壮行会 

７～９月 介護実習Ⅱ 

９～11 月  10 回 10.お礼状の作成 

11.介護実習Ⅱのまとめの作成 

12～３月  10 回 12.介護実習Ⅱ報告書の作成と介護実習Ⅱ報告会の準備 

13.介護実習Ⅱ報告会 
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Ⅱ 介護実習の理解 

１ 介護実習とは 

「介護実習」は，介護の実践現場で実習指導者の助言や指導を受けながら，各科目で学んだ介護の知

識・技術・価値を統合して，利用者の生活を理解し，本人や家族とのコミュニケーションや生活支援を行

う基礎的能力を習得する実践的な学習である。そして，利用者の望む生活の実現に向けて，多職種との協

働の中で，介護過程を展開する能力を養うことが求められている。 

「介護実習」が行われるのは,介護福祉士はもちろん，多くの保健医療福祉の専門職が業務に従事 

し,多職種による協働・連携によるチームケアが行われている実際の社会である。また,利用者はもちろ

ん，家族との関係や地域の人々や他の機関との関係もある。そのような場所を学びの場として提供され

ることに感謝し，実習生として誠実に積極的に学ぶ態度や社会人としての基本的なマナーが求められる。 

また,「介護実習」は,利用者の生命，生活，人生，不安や苦悩，希望や安心，生きがい，終末期や死と

いったことを利用者と共有し，自分の死生観，人生観，介護福祉観などについて考えを深める貴重な機会

となる。そこでは，専門職としての高い倫理性の保持と温かい思いやりのある態度，利用者から学ぶ謙虚

な姿勢が求められている。 

【介護実習のねらい】（厚生労働省） 

⑴ 地域におけるさまざまな場において，対象者の生活を理解し，本人や家族とのコミュニケーショ

ンや生活支援を行う基礎的能力を習得する学習とする。 

⑵ 本人の望む生活の実現に向けて，多職種との協働の中で，介護過程を実践する能力を養う学習と

する。 

 

２ 介護実習と介護福祉士資格取得時の到達目標 

 厚生労働省が 2007 年に示した「介護福祉士養成課程における教育内容の見直しについて」では,資格

取得時に求められる介護福祉士養成の到達目標として 11 項目が明記された。これらの到達目標は，介護

を必要とする幅広い利用者に対する基本的な介護を提供できる能力として，資格取得時の介護福祉士に

求められている。この 11項目を達成するために,３領域（「人間と社会」「介護」「こころとからだのし

くみ」）を中心とした教育体系となっている。「介護総合演習」と「介護実習」は領域「介護」の中核と

なる科目で，３領域の知識と技術を統合して学ぶためのさまざまな要素が連なっている。介護福祉士養

成の到達目標に対して「介護実習」ではどのようなことに留意して取り組むかを，それぞれ(1)～(3)に示

している。 
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1.他者に共感でき，相手の立場に立って考えられる姿勢を身につける 

 ⑴ 利用者に共感的な態度で接する。 

 ⑵ 利用者の立場に立ち，その背景や思いを考える。 

 ⑶ 利用者の表情や態度をよく観察し，その感情や思いを察する。 

2.あらゆる介護場面に共通する基礎的な介護の知識・技術を習得する 

 ⑴ 利用者の安全・安楽に留意した生活支援技術を実践する。 

 ⑵ 利用者の個別性をふまえた生活支援技術を実践する。 

 ⑵ 利用者の自己選択・自己決定を基本とした生活支援を実践する。 

3.介護実践の根拠を理解する 

 ⑴ 疾病や障害に関する基礎的な知識をふまえる。 

 ⑵ 発達や老化に関する基礎的な知識をふまえる。 

 ⑶ 認知症に関する基礎的な知識をふまえる。 

4.介護を必要とする人の潜在能力を引き出し，活用・発揮させることの意義について理解できる 

 ⑴ 利用者の意欲を引き出すように関わる。 

 ⑵ 利用者の潜在能力について理解し，生活支援の中でどのように活用できるか考える。  

 ⑶ 利用者の思いを理解し，自立を支援するように関わる。 

5.利用者本位のサービスを提供するため，多職種協働によるチームアプローチの必要性を理解できる 

⑴ カンファレンスで自分の考えを述べる。 

⑵ カンファレンスで他の専門職に質問する。 

⑶ 職員に利用者の状態を適切に伝える。 

6.介護に関する社会保障の制度，施策についての基本的理解ができる 

 ⑴ 介護保険制度のしくみとサービス内容をふまえる。 

 ⑵ 障害者総合支援制度のしくみとサービス内容をふまえる。 

 ⑶ 実習施設の概要や事業内容を理解する。 

7.他の職種の役割を理解し，チームに参画する能力を養う 

 ⑴ 利用者に関わる他の職種とその専門機能を理解する。 

 ⑵ チームにおける介護職員の役割を理解する。 

 ⑶ 主体的に報告・連絡・相談を行う。                   

8.利用者ができるだけなじみのある環境で日常的な生活が送れるよう，利用者ひとりひとりの生活している

状態を的確に把握し，自立支援に資するサービスを総合的，計画的に提供できる能力を身につける 

⑴ 介護過程の意義とその流れについて理解する。 

⑵ 利用者の情報収集とアセスメントを適切に行う。 

⑶ 利用者に応じた介護計画を立案し，可能な範囲で実践し評価する。 

※主に「介護実習Ⅱ」で学習する。 

9.円滑なコミュニケーションの取り方の基本を身につける 

 ⑴ 利用者の話を傾聴，受容，共感の態度で聴く。 

 ⑵ 利用者の状況や身体の状態に応じた言語的・非言語的コミュニケーション技術を活用する。 

 ⑶ 実習指導者（担当の施設職員）や他の職員と円滑にコミュニケーションを図る。 

10.的確な記録・記述の方法を身につける 

 ⑴ 誤字・脱字がなく，適切に表現する。 

 ⑵ 事実を客観的にわかりやすく記述する。 

 ⑶ 記録の意義や取り扱いについて理解する。 
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11.人権擁護の視点，職業倫理を身につける 

 ⑴ 社会人としてのマナーが身についている。 

 ⑵ 実習生としてのルールを守り，学習者にふさわしい態度で取り組む。  

 ⑶ 利用者の尊厳の保持やプライバシーの保護に留意する。 

 

３ 介護実習の概要 

 「介護実習」は，さまざまな種類の実習施設で基本的な内容を学ぶ「実習施設・事業等Ⅰ」と個々の利 

用者のニーズに沿った生活支援を行うために介護計画を立てて実践する「実習施設・事業等Ⅱ」の２つに 

分かれている。２学年で行う「介護実習Ａ」と「介護実習Ｂ」は「実習施設・事業等Ⅰ」，３学年で行う 

「介護実習Ｃ」は，「実習施設・事業等Ⅱ」に該当する。「介護実習」では，慣れ親しんだ伝統や文化 

のある地域社会で暮らす高齢者や障害のある人が，その人らしさを維持しながら生活する状況について

学ぶ。また，個別ケアを理解し，利用者・家族とのコミュニケーションの実践，生活支援技術の確認，多

職種協働や関係機関との連携を通じたチームの一員としての介護福祉士の役割を理解する。そして，利

用者の課題を明確にしたうえで，利用者ごとの介護計画の作成，実施後の評価やこれをふまえた計画の

修正といった介護過程を展開し，利用者の状況に応じて生活支援技術を適切に使う必要性を理解し，知

識や技術を統合して生活支援サービスが提供できる実践力を習得する。 

 

 【有田中央高等学校の介護実習の構成】 

実習施設・事業

等の区分 
実習施設・事業等Ⅰ 実習施設・事業等Ⅱ 

実習名 介護実習Ａ 

地域での実習 
介護実習Ｂ 

基礎的な実習 
介護実習Ｃ 

実践力の養成と介護過程の展開 

実習時期 第２学年７～８月 第２学年７～８月 第３学年７～８月 
実習日数 １６日 ８日 ２８日 
実習の場 通所介護事業所 

認知症対応型老人共同

生活援助事業所 

介護老人福祉施設

／介護老人保健施

設 
介護老人福祉施設／介護老人保健施設 

達成課題 利用者の生活の場である多様な介護現場に

おいて，利用者理解を中心とし，これに併

せて利用者・家族との関わりを通じたコミ

ュニケーションの実践，多職種協働の実践，

介護技術の確認等を行う 

一つの施設・事業所等において一定期間以

上継続して実習を行う中で，利用者ごとの

介護計画の作成，実施後の評価やこれをふ

まえた計画の修正といった一連の介護過程

のすべてを継続的に実践する 

 

 

 

 

 



p. 8 

 

４ 介護実習の場の理解 

 「介護実習」では，実習の行われる施設・事業所の働きや役割についてあらかじめ学習して知ること

が必要である。次の１～10 の施設・事業所についてまとめよう。 

１ 訪問介護 

利用する人 

（対象） 

６５歳以上の要支援・要介護の認定を受けた人，４０歳以上で特定疾病によ

る要介護・要支援の認定を受けた人が対象となる。また，要支援１・２の認定

を受けた人は介護予防訪問介護の対象である。 

 

サービスの

概要 

 

 

訪問介護員が利用者の居宅を訪問し，家事援助，身体介護，相談援助，その他

の生活全般にわたる支援を行う。主に日中訪問してサービスを提供する事業

所と，早朝，夜間，深夜時間帯も含めて２４時間対応して訪問サービスを提供

する事業所がある。 

 

職員構成 ①管理者 ②サービス提供責任者 ③訪問介護員 

 

２ デイサービスセンター（通所介護） 

利用する人 

（対象） 

６５歳以上の要支援・要介護の認定を受けた人，４０歳以上で特定疾病によ

る要介護・要支援の認定を受けた人が対象となる。また，要支援１・２の認定

を受けた人は介護予防通所介護の対象である。 

 

サービス 

の概要 

 

ディサービスセンターなどに通い，その施設において入浴，排泄，食事の介

護，生活などに関する相談及び助言，健康状態の管理，その他居宅要介護者に

必要な日常生活上の世話及び機能訓練を行う。 

 

職員構成 

 

①管理者 ②生活相談員 ③看護職員 ④介護職員 ⑤機能訓練指導員 

 

３ 通所リハビリテーション（ディケア） 

利用する人 

（対象） 

６５歳以上の要支援・要介護の認定を受けた人，４０歳以上で特定疾病によ

る要介護・要支援の認定を受け，医師がその治療の必要を認めた人が対象と

なる。また，要支援１・２の認定を受けた人は介護予防通所リハビリテーショ

ンの対象である。 

 

サービス 

の概要 

 

在宅で生活している利用者が介護老人保健施設，病院，診療所等に通い，心身

の機能の維持回復や日常生活の自立を助けるために，理学療法，作業療法そ

の他必要なリハビリテーションを受ける。 

 

職員構成 ①管理者 ②医師 ③理学療法士，作業療法士もしくは言語聴覚士または看

護職員もしくは介護職員 
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４ 特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設） 

利用する人 

（対象） 

要介護度３以上の認定を受けた 65 歳以上の第１号被保険者および 40～64

歳の第２号被保険者（特定疾病のため介護が必要）で，常に介護が必要で，自

宅では介護ができない方が対象である。 

 

サービス 

の概要 

 

施設サービス計画に基づき，入浴，排泄，食事等の介護その他の日常生活上の

世話，機能訓練，健康管理及び療養上の世話を行う。 

 

 

職員構成 ①医師 ②生活相談員 ③介護職員または看護職員 ④栄養士  

⑤機能訓練指導員 ⑥介護支援専門員 

 

５ 介護老人保健施設 

利用する人 

（対象） 

要介護１～５までの 65 歳以上の第１号被保険者と特定疾病により要介護状

態となった４０～６４歳の第２号被保険者で，病状が安定し，リハビリに重

点をおいた介護が必要な方が対象となる。 

 

サービスの

概要 

 

病院と施設，あるいは病院と在宅の中間施設である。2018 年４月から，①リ

ハビリテーションを提供することで機能維持・機能回復をになう施設，②在

宅復帰支援と在宅療養支援のための地域の拠点となる施設，と定義が変わっ

ている。施設サービス計画に基づいて，看護，医療的管理の下における介護お

よび機能訓練その他必要な医療並びに日常生活上の世話を行う。 

 

職員構成 ①医師 ②薬剤師 ③看護職員または介護職員 ④支援相談員 ⑤理学療法

士または作業療法士 ⑥栄養士 ⑦介護支援専門員 

 

６ 養護老人ホーム 

利用する人 

（対象） 

65 歳以上で，環境上の理由および経済的理由により在宅において養護を受け

ることが困難な人である。 

 

 

サービス 

の概要 

 

生活環境や経済的に困窮した高齢者を養護し, 社会復帰させる施設である。 

生活支援及び身体介護，相談・調整を行う。 

 

 

職員構成 ①施設長 ②医師 ③生活相談員 ④支援員 ⑤看護職員 ⑥栄養士 
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７ グループホーム（認知症対応型老人共同生活援助事業所） 

利用する人 

（対象） 

主治医から認知症の診断を受けていること，要介護・要支援認定が要支援２

以上であること，共同生活が可能であること，グループホームのある市町村

に住んでいることが利用の要件となる。 

 

サービス 

の概要 

 

入所定員は５人以上９人以下である。介護サービスを受けながら，家庭的な

雰囲気と地域住民との交流の下で，共同で生活する場所。食事・排泄・入浴の

介護・掃除，洗濯など身の回りの衛生管理，健康管理，リハビリテーション，

レクリエーションなどが行われる。利用者がその有する能力に応じ自立した

日常生活を住み慣れた地域で継続できるよう支援することが目的である。 

 

 

職員構成 ①代表者 ②常勤管理者 ③計画作成者 ④介護従事者 

 

８ 小規模多機能型居宅介護 

利用する人 

（対象） 

市町村に住所を有し，自宅で生活をしていて，要支援１～要介護５までの認

定を受けている人 

 

 

サービス 

の概要 

地域で自立した日常生活が送れるよう．「通い」を中心に泊まり，訪問を組み

合わせた介護サービスを提供する。「通い」「泊まり」「訪問」のそれぞれの

場面で，食事，排泄，入浴といった日常生活の介護を行う。 

 

 

職員構成 ①代表者 ②常勤管理者 ③介護支援専門員 ④介護職員・看護職員 

 

９ 軽費老人ホーム（ケアハウス） 

利用する人 

（対象） 

60 歳以上で，身体機能の低下等により自立した日常生活を営むことについて

不安があると認められる者であって，家族による援助を受けることが困難な

者である。ある程度自分の身の周りのことができる人を対象としている。 

 

サービス 

の概要 

生活相談，入浴サービス，食事サービスの提供を行うとともに，車いすでの生

活にも配慮した構造を有する「ケアハウス（Ｃ型）」，食事の提供や日常生活

上必要な便宜を供与する「Ａ型」，自炊が原則の「Ｂ型」がある。介護保険制

度の居宅サービス（訪問介護・通所介護）を利用することができる。 

食事の提供，入浴等の準備，相談および援助，社会生活上の便宜の供与，その

他の日常生活上の便宜の供与を行う。 

職員構成 ①施設長 ②生活相談員 ③介護職員 ④栄養士 ⑤調理員 
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５ 多職種協働の理解 

  異なる専門性を持つ多職種が，それぞれの職種の能力を活用して対象者の生活支援を行うことで， 

より質の高いケアにつながる。それぞれの職種の専門性を理解するとともに，介護福祉士の専門性を

より深く学習し，個別支援のあり方や職種間での連携・協働を理解することが必要である。 

【多職種の業務について】 

医師 病気・怪我の診断や治療・予防，リハビリテーションを行う。 

看護師 

 

医師の診察・指示に基づいて，患者の診療を補助したり，患者が入院生活を過ごしやす

いよう日常生活の援助や看護を行う。具体的には，食事・排泄の補助，患者移送，検温

や入浴の介助，体位交換，記録，巡回，ベッドメイキングなどである。 

理学療法士 

 

病気やケガで身体に障害を抱える人が，主に「起きる」「立つ」「歩く」といった基本的

な動作を回復し，身体機能全般が向上するよう，各種療法を使ってサポートを行う。そ

の手段には，運動療法，水中療法，温熱療法，電気・光線療法，マッサージなどがある。 

作業療法士 

 

心身に障害を抱える人を対象に，リハビリテーションを行い，応用動作能力・社会的適

応能力を高めて，社会復帰を促す。日常生活の動作訓練，手芸・陶芸・園芸・絵画など

の創作活動や，音楽・ゲーム・スポーツを利用した機能回復など，より実生活に近い動

作の訓練によるサポートを行う。 

言語聴覚士 「話す」「聴く」だけではなく，発声・発音，認知など，言語コミュニケーションに障

害を抱えた人の機能回復をめざして指導・訓練を行う。 

管理栄養士 

栄養士 

病気で入院している人や，高齢で食事がとりづらい人など，個人の状態にあわせて食生

活の管理を行う。栄養士は主に健康な人を対象として業務を行う。これに対して管理栄

養士は，健康な人だけでなく，傷病者や特別の配慮が必要になる人々に対しても栄養指

導が行えるだけの高度な専門的知識と技術を持っている。 

調理員 病院や学校，介護福祉事業所などでは，管理栄養士・栄養士の作成した献立にもとづい

て，利用者の食事をつくる。 

歯科医師 虫歯・歯周病の治療や，歯列の矯正，インプラント手術など，口腔内における健康の管

理を行う。 

歯科衛生士 歯科医師の治療を補佐する。治療をサポートするだけでなく，患者に対して正しい歯磨

きの仕方を指導するなど，病気の予防・健康維持も行う。 

福祉用具専

門相談員 

福祉機器や介護用具を購入する際に，上手な選び方や使い方について専門的なアドバイ

スをする相談員である。 

生活相談員 

 

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム），短期入所生活介護（ショートステイ），通所

介護（デイサービス）にて入所から生活まで相談援助・指導業務を行う専任の職員（ソ

ーシャルワーカー）である。 
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支援相談員 介護老人保健施設やデイケアにおいて，相談援助・指導業務を行う専任の職員（ソーシ

ャルワーカー）である。 

介護支援専

門員 

 

利用者やそのご家族と相談し，どんな介護を必要としているのかを見極め，最適なケア

プラン（介護サービス計画書）を作成し，自治体や業者との調整を行う職種である。 

ケアマネジャーとよばれる。 

 

６ 地域とのつながりの理解 

【地域における生活】 

私たちは，欲しい品物があれば，商店に行って選んで買うことができる。買いものをする店が決まっ

ているという暮らしの中のこだわり，自分の好きなものを買うという自己選択・自己決定は地域におい

て自立して生活するため大切なことの１つの例である。 

 また，地域での生活に“つながり”は欠かせないものである。多くの人は，家族や近所との関係にと

どまらず，地域のさまざまな人（機関）とつながって暮らしている。利用者にもさまざまなつながりが

あり，それらは利用者の人生や生活の継続性という視点から尊重すべきものである。買い物の例でいう

と，商店で買い物をして会話をすることが利用者にとってどういう意味を持っているのか，商店の人が

利用者をどのように支援してくれているのか，つながりを継続するにはどうしたらよいかなどの視点が

必要になる。 

【地域と実習施設】 

「介護実習」を行う施設は地域の中の施設である。行事，ボランティア等の受け入れ，施設職員の地域

行事等への参加から，施設と地域のつながりや施設の地域化及び社会化について理解し，地域と実習施

設がどのように支え合っているかを学ぶことが求められる。 

施設で生活している人も地域の住民であることを認識し，利用者が地域の中で暮らしているという自

覚を持ち続けられるようにすることや実習施設のある地域の特性やその地域ならではの文化や行事を知

ることも介護福祉士の役割の１つである。そして，介護福祉士が利用者と地域を結びつけることで，利用

者が地域の一員として生活できるよう配慮する必要がある。「介護実習」では，デイサービスの送迎の機

会を利用し地域の様子を観察するように努める必要がある。また，施設や事業所で開催される行事やイ

ベントの企画や運営にも可能であれば参加する。そして，地域で開催されるイベントに参加する利用者

に同行し，幅広い視点での生活支援技術について学ぶこともよい経験になる。 

【実習施設で学ぶ内容例】 

・施設の行事などに地域の人たちがどのように関わっているか。 

・利用者や職員が地域のイベントに参加しているか。 

・小学生や中学生の体験学習等の受け入れはどうか。 

・ボランティアの受け入れの状況はどうか。 

・地域の人たちと共同で行っていること。 
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７ 実習施設ごとの目標及び実習内容 

１ 認知症対応型老人共同生活援助事業所 

実習目標 実習内容 

⑴ 認知症対応型老人共同生活援助事 

業所に対する理解を深める。 

⑵ 利用者の生活や生活課題を 

理解する。 

⑶ 利用者と適切にコミュニケーショ 

ンを図る。 

⑷ 安全・安楽に留意し，個別性の尊 

重や自立支援の観点をふまえた生活 

支援技術を実践する。 

⑸ 介護職員の役割，多職種との連携 

および地域とのつながりを理解する 

⑹ 介護福祉士としての基本的な態度

を身につける。 

⑺ 記録の目的や意義について理解し

，適切に記述する。 

 

⑴ 施設の役割や業務を，介護実習オリエンテーションやそ

の他の機会に把握する。 

⑵ 利用者の生活の状況の観察や生活支援技術の実践を通し

て，生活支援の必要性を学ぶ。 

⑶ 利用者と積極的にコミュニケーションを図る中で，利用

者の状態や状況に応じ，安心感・信頼感につながる適切な

コミュニケーション技術を学ぶ。 

⑷ 職員からの情報，利用者の表情や態度などの観察やコミ

ュニケーションを通して心身の状態を把握し，利用者に合

った適切な生活支援技術を実践的に学ぶ。 

⑸ 介護職員の業務を，見学や実践の機会に把握する。他の

職種の業務を質問や見学により把握する。他の専門職に報

告，相談を行う。地域とのつながりに関する取り組みを，

質問，見学および参加等により把握する。 

⑹ 身だしなみをきちんと整え，適切な言葉遣いやルールを

意識し，積極的に行動する。  

⑺ 誤字・脱字がなく適切な表現で，気づきや考察をふまえ

わかりやすくまとめられている。 

 

２ 通所介護事業所 

実習目標 実習内容 

⑴ 通所介護事業所に対する理解を深

める。 

⑵ 利用者との適切なコミュニケーシ 

ョンを学ぶ。 

⑶ 集団援助と個別援助のあり方を理 

解する。 

⑷ 安全・安楽に留意し，個別性の尊 

重や自立支援の観点をふまえた適切 

な生活支援技術を学ぶ。 

⑸ 介護職員の役割，多職種との連携 

および地域とのつながりを理解する 

⑹ 介護福祉士としての基本的な態度

を身につける。 

⑺ 記録の目的や意義について理解し

，適切に記述する。 

⑴ 施設の役割や業務を，介護実習オリエンテーションやそ

の他の機会に把握する。 

⑵ 利用者と積極的にコミュニケーションを図る中で，利用

者の状態や状況に応じ，安心感・信頼感につながる適切な

コミュニケーション技術を学ぶ。 

⑶ レクリエーション活動に参加し，利用者の状況に応じて

適切に支援を行い，また，企画や進行を適切に行う。 

⑷ 職員からの情報，利用者の表情や態度などの観察やコミ

ュニケーションを通して心身の状態を把握し，利用者に合

った適切な生活支援技術を実践的に学ぶ。 

⑸ 介護職員の業務を，見学や実践の機会に把握する。他の

職種の業務を質問や見学により把握する。他の専門職に報

告，相談を行う。地域とのつながりに関する取り組みを，

質問，見学および参加等により把握する。 

⑹・⑺は同様 

 

介護実習Ａ 

介護実習Ａ 
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３ 介護老人福祉施設・介護老人保健施設（２学年） 

実習目標 実習内容 

⑴ 介護老人福祉施設もしくは介護老

人保健施設に対する理解を深める 

⑵ 利用者の生活や生活課題を 

理解する 

⑶ 利用者と適切にコミュニケーショ 

ンを図る 

⑷ 安全・安楽に留意し，個別性の尊 

重や自立支援の観点をふまえた生活 

支援技術を実践する 

⑸ 介護職員の役割，多職種との連携 

および地域とのつながりを理解する 

⑹ 介護福祉士としての基本的な態度 

を身につける 

⑺ 記録の目的や意義について理解し

，適切に記述する。 

⑴ 施設の役割や業務を，介護実習オリエンテーションやそ

の他の機会に把握する。 

⑵ 利用者の生活の状況の観察や生活支援技術の実践を通し

て，生活支援の必要性を学ぶ。 

⑶ 利用者と積極的にコミュニケーションを図る中で，利用

者の状態や状況に応じ，安心感・信頼感につながる適切な

コミュニケーション技術を学ぶ。 

⑷ 職員からの情報，利用者の表情や態度などの観察やコミ

ュニケーションを通して心身の状態を把握し，利用者に合

った適切な生活支援技術を実践的に学ぶ。 

⑸ 介護職員の業務を，見学や実践の機会に把握する。他の

職種の業務を質問や見学により把握する。他の専門職に報

告，相談を行う。地域とのつながりに関する取り組みを，

質問，見学および参加等により把握する。 

⑹・⑺は同様 

 

４ 介護老人福祉施設・介護老人保健施設（３学年） 

実習目標 実習内容 

⑴ 傾聴・受容・共感の技法を用いて， 

利用者一人ひとりに応じたコミュニ 

ケーションを図る。 

⑵ 安全と安楽に留意し，個別性の尊 

重や自立支援の観点をふまえた適切 

な生活支援技術を実践する 

⑶ 一人の利用者についてＩＣＦの視 

点で全体像をとらえ，アセスメント 

を行う。 

⑷ 個別性の尊重や自立支援の観点を 

ふまえた介護計画を立案する。 

⑸ 介護計画に基づき，適切に生活支

援の実践，評価および修正を行う。 

⑹ 多職種との協働を図る。 

⑺ 介護福祉士としての基本的な態度 

を身につける。 

⑻ 記録の目的や意義について理解し

，適切に記する。 

 

⑴ 利用者の心身の状態を把握し，傾聴・受容・共感の技法

を活用して，安心感・信頼感につながる適切なコミュニケ

ーション技術を学ぶ。 

⑵ 職員からの情報，利用者の表情や態度などの観察やコミ 

ュニケーションを通して心身の状態を把握し，利用者に合 

った適切な生活支援技術を実践的に学ぶ。 

⑶ 利用者の情報を十分に把握し，ＩＣＦの視点でよく検討

し，生活支援の必要性を理解する。  

⑷ 実習指導者や職員の指導を受け，個別性の尊重や自立支

援の観点をふまえ，利用者の個別性をふまえた介護計画を

立案する。 

⑸ 実習指導者や職員の指導のもと，介護計画に基づいた適

切な生活支援を実施し，その結果を，利用者の状態を十分

に把握した上で評価する。 

⑹ 他の職種の業務を，利用者の情報収集やカンファレンス

の機会に把握し，報告，相談等を行う。他の専門職に情報

提供を行う。 

⑺ 身だしなみをきちんと整え，適切な言葉遣いやルールを

意識し，積極的に行動する。 

⑻ 誤字・脱字がなく適切な表現で，気づきや考察をふまえ

わかりやすくまとめられている。 

介護実習Ｂ 

介護実習Ｃ 
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８ 介護実習に関係する書類 
１ 実習前 

項目 取り扱い 

実習生個人票 □ 担当教員に確認してもらい提出する。 

介護実習出席簿・ 

介護実習評価表 

□ 介護実習出席簿の氏名，実習施設名，実習日を記入する。 

□ 介護実習評価表の氏名，実習施設名を記入する。 

□ 担当教員に提出し，確認を受ける。 
レクリエーション実施 

計画書（２学年のみ） 
□ 担当教員の指導を受けて作成し，ファイルに挟んでおく。 

２ 実習中 

項目 取り扱い 

介護実習出席簿 □ 出席した日に捺印する。 

□ 保管場所等は，介護実習オリエンテーション等で実習指導者に確認する。 

介護実習オリエン 

テーション記録  

□ 介護実習オリエンテーション記録は，できるだけ初日に実習指導者（施設職員）

に提出する。 

介護実習記録（毎

日の記録） 

□ 介護実習記録は，前日までに「本日の目標」及び「介護実習計画」を記入する。 

□ 介護実習記録は，昼の時間と実習後の時間で作成し，その日の実習終了時に実

習指導者（施設職員）に提出する 

介護実習項目チ

ェックリスト 

□ 介護実習項目チェックリストは，該当する項目の経験回数を正の字で記入する。 

□ 介護実習項目チェックリストから，経験がない又は少ない項目を実習指導者（施

設職員）に伝え，できるだけ実施できるようにする。 

レクリエーション実施 

計画書（２学年のみ） 

□ レクリエーション実施計画書を完成し，実施後は成果と課題をまとめ，最終カ

ンファレンスで教員に提出する。 

中間カンファレンス

（２学年のみ） 

□ 中間カンファレンスのまとめを記入して参加する。 

介護過程記録用

紙（３学年のみ） 

□ 介護過程記録用紙は実習指導者（施設職員）の指導のもと作成し，介護過程の

振り返りと一緒に最終カンファレンスで教員に提出する。 

最終カンファレ

ンス（介護実習反

省会）のまとめ 

□ 最終カンファレンス（介護実習反省会）のまとめを記入して参加する。 

□ 最終カンファレンス（介護実習反省会）のまとめは実習終了時に実習指導者（施

設職員）に提出する。 

介護実習自己評価 □ 自己評価を記入しておき，介護実習終了後に担当教員に提出する。 

実習終了時 □ 記録用紙の提出方法を実習指導者（施設職員）に確認する。 

３ 実習終了後 

項目 取り扱い 

お礼状 □ 全員が作成し，担当教員に確認してもらい，施設ごとに封筒に入れて郵送する。  

介護実習のまとめ □ 所定の記録用紙に記入し，担当教員に確認してもらい提出する。 

介護実習報告書 □ 担当教員の指導を受けて，電子データで作成し，提出する。 

 

 



p. 16 

 

９ 実習施設ごとの展開 
１ 介護実習Ａ 

認知症対応型老人共同生活援助事業所 

実習日 展 開 

１～２

日目 

・施設の概要を，介護実習オリエンテーション，施設内の見学，実習指導者への質問などによ

り把握し，介護実習オリエンテーション記録にまとめる。 

・利用者に挨拶と自己紹介を行い，実習生として適切な態度でコミュニケーションを図る。 

・介護職員の利用者に対する生活支援の内容や他の業務を見学や質問を行うことで学び，実習

記録にまとめる。 

３～８

日目 

・利用者の状態やその場の状況に応じたコミュニケーションを実践し，気づいたことや指導を

受けた内容及び考えたことを実習記録に記載する。 

・利用者の生活の状況やニーズ，提供されている生活支援を把握し，実習記録に記載する 

・職員の指導を受けながら可能な範囲で生活支援を実践し，利用者の心身の状態に応じた生活

支援技術を学んだ内容をふまえて実習記録に記載する。 

・介護実習反省会に向けてまとめを記載した上で，最終カンファレンス（介護実習反省会）を

行い，カンファレンスで学んだことを記録にまとめる。 

 

通所介護事業所 

実習日 展 開 

１～２

日目 

・施設の概要について，介護実習オリエンテーション，施設内の見学，実習指導者への質問な

どにより把握し，介護実習オリエンテーション記録にまとめる。 

・利用者に挨拶と自己紹介を行い，実習生として適切な態度でコミュニケーションを図る。 

・介護職員の利用者に対する生活支援の内容や他の業務を見学や質問を行うことで学び，実習

記録にまとめる。 

３～８

日目 

・利用者の状態やその場の状況に応じたコミュニケーションを実践し，気づいたことや指導を

受けた内容及び考えたことを実習記録に記載する。 

・利用者の生活の状況やニーズ，提供されている生活支援を把握し，実習記録に記載する 

・施設のレクリエーションへの参加や計画したレクリエーションの実施により，利用者の心身

の状態に応じた楽しく過ごしてもらうための支援技術について学び，実習記録に記載する。 

・職員の指導を受けながら可能な範囲で生活支援を実践し，利用者の心身の状態に応じた生活

支援技術について学んだ内容をふまえて実習記録に記載する。 

・介護実習反省会に向けてまとめを記載した上で，最終カンファレンス（介護実習反省会）を

行い，カンファレンスで学んだことを記録にまとめる。 
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２ 介護実習Ｂ  

介護老人福祉施設・老人保健施設 

実習日 展 開 

１～２

日目 

・施設の概要を介護実習オリエンテーション，施設内の見学，実習指導者への質問などにより

把握し，介護実習オリエンテーション記録にまとめる。 

・利用者に挨拶と自己紹介を行い，実習生として適切な態度でコミュニケーションを図る。 

・介護職員の利用者に対する生活支援の内容や他の業務を見学や質問を行うことで学び，実習

記録にまとめる。 

３～８

日目 

・利用者の状態やその場の状況に応じたコミュニケーションを実践し，気づいたことや指導を

受けた内容及び考えたことを実習記録に記載する。 

・利用者の生活の状況やニーズ，提供されている生活支援を把握し，実習記録に記載する 

・職員の指導を受けながら可能な範囲で生活支援を実践し，利用者の心身の状態に応じた生活

支援技術について学んだ内容を実習記録に記載する。 

・介護実習反省会に向けてまとめを記載した上で，最終カンファレンス（介護実習反省会）を

行い，カンファレンスで学んだことを記録にまとめる。 

３ 介護実習Ｃ 

介護老人福祉施設・老人保健施設 

実習日 展 開 

１～８

日目 

・施設の概要について，介護実習オリエンテーション，施設内の見学，実習指導者への質問な

どにより把握し，介護実習オリエンテーション記録にまとめる。 

・利用者に挨拶と自己紹介を行い，実習生として適切な態度でコミュニケーションを図る。 

・介護職員の利用者に対する生活支援の内容や他の業務を見学や質問を行うことで学び，実習

記録にまとめる。 

・職員の指導を受けながら生活支援を実践し，利用者の心身の状態に応じた生活支援技術を学

んだ内容を実習記録に記載する。 

・実習指導者の指導を受けながら担当する利用者を決定し，担当する利用者とコミュニケーシ

ョンを図りながら情報収集を行う。 

９～16

日目 

・利用者の個別性をふまえたサービスがどのように提供されているか把握する。 

・職員の指導を受けながら生活支援を実践し，利用者の心身の状態に応じた生活支援技術につ

いて学んだ内容を実習記録に記載する。 

・担当している利用者のアセスメントを行い，介護過程検討会に向けて記録用紙に記載し，検

討会の助言内容をふまえて記録用紙の内容を修正する。 

17～28

日 

 

 

・実習指導者の指導を受けて，担当している利用の介護計画を立案し，それに基づいた生活支

援を実施する。また，生活支援の実施について評価し，記録用紙に記載した上で必要があれ

ば計画を修正する。 

・まとめを記載した上で，介護過程検討会や最終カンファレンス（介護実習反省会）を行い，

学んだことを記録にまとめる。 
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10 実習指導とカンファレンス 

１ 実習指導者による実習指導  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ カンファレンスについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 実習開始前に「介護実習計画書」と「介護実習記録」（「本時の目標」及び「介護実習計画」）を

通して指導を受ける。 

「介護実習計画書」と「介護実習記録」（「本時の目標」及び「介護実習計画」）をふまえ，自分か

ら実践するためのアドバイスを受ける。 

⑵ 実習中に見学や実施を通して指導を受ける。 

実習指導者（施設職員）の利用者への関わり方，生活支援技術の方法について，関心を高く持って

見学する。 

⑶ 実習指導者（担当の施設職員）への質問を通して指導を受ける。 

⑷ 介護実習記録や介護過程記録（３年のみ）を通して指導を受ける。 

実習指導者（担当の施設職員）が書いてくれているコメント内容をていねいに読み，今後の実習に

生かす。 

⑸ カンファレンスで指導を受ける。 

積極的に自分の考えや困っていることなどを伝える。 

⑴ 実習初日から当日までに学んだことや気づきなどを整理し，今後の課題を明確にすることを目 

的とするので，事前に発表内容を整理して記録用紙に記載しておく。 

⑵ カンファレンスの中で助言や指導を受けた内容をメモに書いておき，記録用紙にまとめること 

で，介護実習での学びを深める。 

⑶ 他のメンバーに対する指導や助言であっても，メモに書いておき，自分の実習をすすめるに 

あたり参考になる内容を記録用紙にまとめる。 

⑷ カンファレンスでは，自分の意見を持って，自分の言葉で考えや感じたことを発言することが大 

切である。できるだけ，具体的な発表内容になるよう準備しておく。 

⑸ 事前準備として，実習生同士で役割と進行方法を決める。 

⑹ 進行方法について 

・開会の挨拶を行う。 

（介護実習の御礼，最終カンファレンス（介護実習反省会）参加の御礼，発表内容や進行方法の説

明など） 

・発表は，実習生 1人 5分程度とする。 

・実習指導者（担当の施設職員）及び担当教員からコメントをもらう。 

・閉会の挨拶を行う（まとめ，介護実習の御礼，反省会参加の御礼など） 
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■中間カンファレンス（２学年） 

位置づけ 

 

教員が巡回指導時に行うグループ指導を「中間カンファレンス」と呼ぶ。中間カンファレ

ンスでは，実習生が自分の状況を事前に整理しておくことが大切である。 

日時 実習指導者と巡回担当教員が調整し日時を決定する。 

進行方法 実習生が司会進行を務める。 

準備資料 資料の準備（事前に「中間カンファレンスのまとめ」を作成しておく。） 

【内容】 

⑴ 介護実習で学んだこと 

  介護実習を経験して考えたことや感じたことを，その理由を合わせて記入する。 

  施設の概要や介護職員の業務，コミュニケーション，生活支援技術，利用者の心身   

  の状態，利用者の生活の状況などの観点から書く。 

⑵ 介護実習でうまくいかなかったことやその理由 

  利用者との関わりや生活支援技術の実施などで，課題になったことをできるだけ具 

体的に書く。 

⑶ 介護実習に関して疑問に思うこと 

  施設の概要や介護職員の業務，コミュニケーション，生活支援技術，利用者の心身   

  の状態，利用者の生活の状況などの観点から書く。 

⑷ 利用者の生活支援技術について気づいたこと 

  生活支援技術の実践から学んだことや介護実習で改めて気づいた留意点などを具 

体的に書く。 

⑸ 実習目標の達成に向けて努力していることやこれから努力したいこと 

■ 最終カンファレンス（介護実習反省会）（２学年） 

位置づけ 介護実習の最終的なまとめとして，実習指導者や施設職員，担当教員が参加して指導・助

言を行うものである。実習生は介護実習での学びをよく整理し，介護実習の成果と課題が

発表できるよう準備してから望む必要がある。 

日時 介護実習最終日もしくは介護実習最終日前に行う。実習指導者と巡回担当教員が調整し日

時を決定する。 

進行方法 実習生が司会進行を務める。 

準備資料 資料の準備（事前に「最終カンファレンス（介護実習反省会）のまとめ」を作成しておく。） 

【内容】 

⑴ 介護実習目標  毎日の目標の中から主なものを２～３あげる。 

⑵ 目標を達成するために努力したこと 

  目標達成のために，介護実習で取り組んだ内容とそこから考えたことや学んだこと 

  を具体的に書く。 

⑶ 目標の達成状況  目標が達成できたかどうかとその理由を書く。 

⑷ 利用者の生活支援技術についてのまとめ 

生活支援技術の実践から学んだことや介護実習で改めて気づいた留意点などを具 

体的に書く。 

⑸ 今後の課題や抱負 

今後の学習や実習において，何について学んでいくか，どういうことに留意して学 

んでいくか具体的に書く。また，今回の介護実習での学びを，今後どのように生か

したいかを書く。 
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■ 介護過程検討会（３学年） 

位置づけ 

 

介護過程の一連の流れに沿って，利用者の状況や心身の状態を十分にふまえた情報収集と

アセスメント，利用者に適した介護計画の立案と実施，適切な評価と計画の修正等が行わ

れているか確認するためのものである。実習生は事前に記録用紙を整理し，課題を明らか

にしておく必要がある。（中間と後半の２回実施する） 

日時 実習指導者と巡回担当教員が調整し日時を決定する。 

進行方法 実習生が司会進行を務める。 

準備資料 資料の準備（事前に「介護過程記録用紙」に記入する。） 

【内容（中間の検討会）】 

⑴ フェイスシートにおいて，これから情報収集が必要な内容を具体的に考察し，付箋

紙等で記入する。 

⑵ アセスメントシートの内容について，検討が必要な部分を考察し，付箋紙等で記入 

しておく。 

⑶ 介護計画が利用者の願いや希望に添ったものとなっているか，また，実施可能かど 

うかを検討し，付箋紙等で記入する。 

【内容（後半の検討会）】 

 ⑷ 介護計画の実施状況を詳しく記入する。   

⑸ 利用者の反応や変化などをふまえ，実践した支援の評価を記入する。 

 ⑹ 介護計画等の修正があれば，記入する。 

■ 最終カンファレンス（介護実習反省会）（３学年） 

位置づけ 介護実習の最終的なまとめとして，実習指導者や施設職員，担当教員が参加して指導・助

言を行うものである。実習生は介護実習での学びをよく整理し，介護実習の成果と課題が

発表できるよう準備してから望む必要がある。 

日時 介護実習最終日もしくは，介護実習最終日前に行う。実習指導者と巡回担当教員が調整し

日時を決定する。 

進行方法 実習生が司会進行を務める。 

準備資料 資料の準備（事前に「最終カンファレンス（介護実習反省会）のまとめ」を作成しておく。） 

【内容】 

⑴ 介護実習目標  毎日の目標の中から介護過程に関するものを２～３あげる。 

⑵ 目標を達成するために努力したこと 

  介護過程に関する目標達成のために，介護実習で取り組んだ内容とそこから考えた 

ことや学んだことを具体的に書く。 

⑶ 目標の達成状況 

  介護過程を振り返り，目標が達成できたかどうかを具体的な理由をふまえて書く。 

⑹ 今後の課題や抱負 

今後の学習や実習において，学びたいことを具体的に書く。また，今回の介護実習 

での学びを，今後どのように生かしたいかを書く。 
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Ⅲ 介護実習の事前学習 

１ 生活支援技術の手順と留意点 

ボディメカニク １ 事前に介護者の立つ位置，物品の置き場所，ベッドの高さ等に配慮する。 

ス ２ 利用者にできるだけ近づく。 

 ３ 対象を小さくまとめる。 

 ４ 支持基底面積を広くとる。 

 ５ 膝を曲げ重心を下げ，骨盤を安定させる。 

 ６ 足先を動作の方向に向ける。 

 ７ 大きな筋群を使う。 

 ８ 水平に移動する。 

 ９ てこの原理を活用する。 

  

ベッドメイキン １ 必要物品の確認をし，リネン類を使う順にそろえる。 

グ ２ キャスターとストッパーを確認する。 

 ３ ベッドの高さを調整する。 

 ４ シーツを手早くきれいに広げる。  

 ５ 三角コーナーを崩れないようにつくる。 

 ６ シーツのしわ，たるみをつくらない。 

 ７ ボディメカニクスを活用する。 

  

シーツ交換 １ 状況・目的を説明して，同意を得る。 

 ２ 換気に配慮し，環境を整える。 

 ３ 転落防止のため，サイドレールなどを使用し，安全に配慮する。 

 ４ 汚れたシーツを小さくまとめ，包み込むようにし，ベッド上のゴミを取りの 

 ぞく。 

介護実習Ａ 
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 ５ 新しいシーツを中央を一致させて置き，残り半分は扇子たたみにし，汚れた 

 シーツ下に入れ込む。 

 ６ ほこりやゴミが飛散しないように汚れたシーツを取り除き，しわ，たるみが 

 ないよう，新しいシーツに交換する。 

 ７ 利用者の負担が少ないよう配慮し，安楽な体位をとってもらい，寝心地を 

 確認する。 

  

衣服着脱の介護 １ 利用者に状況・目的を説明し，協力・同意を得る。 

（前開き衣服） ２ プライバシー保護のためにスクリーン等を使い，利用者に配慮する。 

 ３ 体調や気候に配慮しながら，利用者の好みの衣服をえらんでもらう。 

 ４ 上着を脱ぐときは，ボタンを外して，患側の肩部分を少し下げる。 

 ５ 健側の袖を全部脱ぎ，最後に患側も脱いでもらう。 

 ６ 着る前に，衣服の袖をたぐり寄せて，開口部を広くしておく。 

 ７ 上着を着る時は，患側に袖を通して，肩から首まで着てもらう。 

 ８ 健側の袖を通し，両肩を整えボタンを掛け，裾を整える。 

 ９ 利用者に声かけを行いながら自立支援を促す。 

 10 安全や着心地に配慮する。 

  

衣服着脱の介護 １ 利用者に状況・目的を説明し，協力・同意を得る。 

（かぶり衣服） ２ プライバシー保護のためにスクリーン等を使い，利用者に配慮する。 

 ３ 体調や気候に配慮しながら，利用者の好みの衣服をえらんでもらう。 

 ４ 上着の前身頃を胸まで，後ろ身頃をできるだけ肩の方まで引き上げる。 
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 ５ 上着を脱ぐ時は，健側の脇の下から手を入れて肘を抜くように健側を脱ぎ  

   ，次に頭部を抜いて患側の肩，腕の順で脱いでもらう。 

 ６ 上着を着る時は，患側の衣服を袖口からたぐり寄せて持ち，頭を通し，健側の 

   袖を通し，袖を整える。 

 ７ ズボンを脱ぐときは，健側の膝を立て腰を浮かせて健側，患側の順にズボンを 

   脱いでもらう。 

 ８ ズボンを着るときは，患側の踵を保護しながら患側のズボンを通し引き上げ 

   次に健側のズボンを通し引き上げる。 

 ９ 利用者に声かけを行いながら自立支援を促し，安全や着心地に配慮して，脱い 

   だり着たりする。 

  

移乗・移動の 【上方移動】 

介護 ①ベッド １ 利用者に状況・目的を説明し，協力・同意を得る。 

上での移動 ２ 枕を外し，利用者の両手を腹部で組む。 

 ３ 利用者の膝を立てる。 

 ４ 頭に近い方の手を利用者の肩甲骨部に入れる。 

 ５ もう片方の手は，腰部または大腿部に入れる。 

 ６ 声かけをしながら，利用者の足を床方向に踏ん張ってもらい，両方の腕で 

   利用者をしっかり支えながら頭の方へ移動してもらう。 

 ７ 介護者は，重心を利用者の足の方から頭の方へ移動させながら，自分の体重移 

 動を行う。 

 ８ 寝具等を利用者が気持ちのよいように整え直し，安楽と安全を確認する。 

 ９ ボディメカニクスを応用した姿勢・動作で行う。 
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 【水平移動】 

 １ 利用者に状況・目的を説明し，協力・同意を得る。 

 ２ 枕を手前に寄せ，利用者の両手を腹部で組む。 

 ３ 利用者の膝を立てる。 

 ４ 介護者の肘関節で利用者の首を支え，手のひらで肩甲骨を支える。 

 ５ 介護者の反対の腕をベッドにつき，それを支柱にして利用者の上半身を持ち 

 上げて手前に移動してもらう。 

 ６ 介護者は利用者の頭に近いほうの手を利用者の腰の下にいれる。 

 ７ 介護者の両膝をベッドサイドにつけ，腰を下に落とすようにし，利用者を手前 

 に引きながら移動する。 

 ８ 寝具等利用者が気持ちよいように整え直し，安全で安楽な体位か確認し，声 

 掛けをする。 

 ９ ボディメカニクスを応用した姿勢・動作で行う。 

  

移乗・移動の １ 利用者に状況・目的を説明し，協力・同意を得る。 

介護 ②体位 ２ 利用者が寝返る側の反対側に回り，利用者をベッドの片側に寄せる。 

変換（仰臥位か ３ 利用者の頭部を支えながら，枕を寝返る側に寄せる。 

ら側臥位） ４ 横になったときに腕を敷き込まないよう，利用者の両手を胸部，または腹部の 

 上に置く。 

 ５ 膝を立てるか組んでもらう。 

 ６ 肩と膝に手をあて，手前に回転してもらう。 

 ７ 体調と利用者の安全を確認する。 

 ８ 自立支援を考慮した声かけをする。 

 ９ ボディメカニクスを応用した姿勢・動作で行う。 
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移乗・移動の １ 利用者に状況・目的を説明し，協力・同意を得る。 

介護 ②体位 ２ 利用者の両腕を組み，両膝を曲げて立ててもらう。 

変換（仰臥位か ３ 利用者の肩と膝を支え，利用者に横向きになってもらう。 

ら側臥位） ４ 片方の手を利用者の肩甲骨部に回し，もう一方の手で両膝を支える。 

 ５ 先に利用者の足をベッドから下ろしてもらう。（一例）   

 ６ ベッドは利用者の両足の足底が床につく高さに調整する。 

 ７ 利用者の手はベッドについて，安定した姿勢をとってもらう。 

 ８ 体調と利用者の安全を確認する。 

 ９ ボディメカニクスを応用した姿勢・動作で行う。 

  

移乗・移動の １ 利用者に状況・目的を説明し，協力・同意を得る。 

介護 ③ベッド ２ 車いすの安全点検をし，ベッドと車いすの角度が 15～20 度前後になるよう 

から車いす   に置く。 

 ３ 車いすのストッパーをかけ，フットサポートを上げる。 

 ４ 利用者にベッドに浅く腰掛けてもらい，端座位になってもらう。利用者の足底   

   が床に着いていることを確認する。 

 ５ 利用者の麻痺側を保護しながら前傾姿勢を取ってもらい，膝折れ防止のため，  

   介護者の膝で支えながら，健側の足を軸にして立ち上がってもらう。 

 ６ ゆっくりと方向転換してもらい，殿部を車いすの方に向けてもらう。 

  介護者は利用者と一緒に腰を下ろし，車いすに深く座ってもらう。 

 ７ 利用者の足をフットサポートに乗せてもらう。 

 ８ 利用者の体調や気分を確認する。 

 ９ 声かけをしながら自立支援を促す。 

 10 ボディメカニクスを応用した姿勢・動作で行う。 
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移乗・移動の １ 利用者に状況・目的を説明し，協力・同意を得る。 

介護 ④杖歩行 ２ 利用者に合った種類の杖を選ぶ。 

 ３ 杖の長さが適当か確認する。杖の先端のゴムがすり減っていないか確認する。 

 ４ 利用者の健側の手で杖を持ってもらう。   

 ５ 利用者の麻痺側のやや斜め後ろに立つ。 

 ６ 杖を一歩前に出し，麻痺側の足を出し，次に健側の足を出すように声かけを 

   する。 

 ７ 階段の上りは，杖を先に出し，続いて健側の足を踏みだし，最後に麻痺側の  

  足を引き上げてもらうよう声かけをする。介護者は麻痺側の一段後に立つ。 

 ８ 階段の下りは，杖を先に下ろし，続いて麻痺側の足を下ろし，最後に健側の 

   足を下ろしてもらうよう声かけをする。介護者は麻痺側の一段前に立つ。 

 ９ 利用者の状態を観察しながら，安全にゆったりした雰囲気で歩く。 

  

移乗・移動の １ 利用者に状況・目的を説明し，協力・同意を得る。 

介護 ⑤車いす ２ 利用者の好みや健康状態・天候等に配慮した靴や服装にする。 

での移動 ３ 車いすの事前点検を行う。 

 ４ 利用者の手足の位置を確認し，安全・安楽な体位で車いすに座っているか確認   

   する。 

 ５ 両手でハンドグリップを深くきちんと握り，前後左右に注意してゆっくり押 

   す。 

 ６ 段を上がるときは，車いすを前向きで段に近づけ，テッピングレバーを踏んで  

  キャスターを上げ，段にのせ後輪を押し上げる 

 ７ 段差を下りるときは，後ろ向きになり，後輪を降ろしキャスターを上げた状態 

   で後ろに引いてゆっくりと下ろす。 
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 ８ 上り坂では，介護者の体を少し前傾にして一歩一歩確実に押し上げる。 

 ９ 急な下り坂では，後ろ向きで，車いすを支えながら下りる。 

 10 静止しているときは，両側のブレーキを掛ける。 

 11 利用者に不安を与えない声かけをし，状態や安全を確認しながら行う。 

  

食事の介護 １ 利用者に状況・目的を説明し，協力・同意を得る。 

①食事の介助 ２ 手を洗い，身仕度を整えてもらう。必要に応じてエプロンやタオルを使用して 

   もらう。 

 ３ 介護者は利用者と同じ目線の姿勢を取る。   

 ４ 食前に水やお茶を一口勧めて，口の中が湿って食べやすくなるようにする。 

 ５ 利用者に献立を説明し，食欲がわくように声かけを行う。 

 ６ 利用者の身体状況・摂食ペースに合わせて，一回の量を考え，飲み込みを確認 

   し，誤嚥のないように介助する。  

 ７ 利用者の好みを聞きながら，主食や副食が偏らないよう順序よく介助する。 

 ８ 最後にお茶を飲み，口の中に残渣物がないか確認する。 

 ９ 利用者に少しの間座位をとってもらい誤嚥防止をする。 

  

入浴の介護 １ 利用者の体調を確認し（排泄を済ませ）目的を説明して協力・同意を得る。 

 ２ 環境や利用者に合った必要物品を整え，準備しておく。 

 ３ 介護者が湯温を確認したあと，利用者にも確認してもらう。 

 ４ 利用者の手足は体の中心部に向かって洗い，腕を支えるときは指先に力を込め    

   ないようにして掌全体持つようにする。 

 ５ 浴槽に入る時は，手すり等で身体の向きを変え，健側の足を入れてもらい，患 

   側は膝の後ろを手で支えて入浴してもらう。 



p. 28 

 

 ６ 浴槽から出るときは，バランスを崩さないよう，ゆっくり立ち上がり，バス 

   ボードに腰をかけて，患側の足から出てもらう。 

 ７ 全身状態の観察を行う。 

 ８ 利用者へ声かけを行いながら，自立支援を促して入浴ができるよう介助する。   

 ９ 入浴後は体調を確認し，保温に留意し，水分補給を行ってもらう。 

  

排泄の介護 １ 利用者に状況・目的を説明し，協力・同意を得る。 

①車いすから便 ２ 車いすを便座の斜め前方に置く。 

座へ ３ 車いすのストッパーをかけ，フットサポートを上げる。 

 ４ 利用者に手すりを持ってもらい，利用者の腰を支えて立位をとってもらう。   

 ５ 立位が安定していることを確認し，衣類を下げる。 

 ６ 便座の位置を確認して，利用者に前傾姿勢をとってもらい，利用者の腰を支え 

   ながら，ゆっくりと腰を下ろしてもらう。 

 ７ 下着とズボン等を膝より下に下げてもらい，バスタオルなどを掛け，その場か  

  ら離れる。 

 ８ 排泄後はきれいに拭けたかを確認し，衣類を整えた後，利用者の手洗いを行う。 

 ９ 利用者のプライバシーを考慮しながら，声かけを行い，自立支援を促す。 

 10 ボディメカニクスを応用した姿勢・動作で行う。 

  

排泄の介護 １ 利用者に状況・目的を説明し，協力・同意を得る。 

➁おむつ交換 ２ 必要物品を確認し，カーテンやスクリーン等を使い利用者のプライバシーに 

   配慮する。 

 ３ 利用者のタオルケットを上半身に，バスタオルを陰部あたりに掛け，殿部に防   

   水布を敷く。 
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 ４ 仰臥位になってもらい，タオルを掛けたまま膝を立て，下着を膝下までおろす。 

 ５ おむつを開けて，汚れたおむつを丸めながら巻き込んで，側臥位になってもら 

   い，おむつを外して汚物用の袋に入れる。 

 ６ 利用者の陰部や殿部皮膚の異常や変化がないか確認しながら，前から後ろへ   

   蒸しタオルと乾いたタオルで拭く。 

 ７ 新しいおむつや尿取りパッドをセットして利用者の横に置き，おむつの中心と  

 脊柱をあわせて，臀部の下に差し込む。 

 ８ 仰臥位にして，縦のおむつの端を利用者の鼠径部に，横のおむつを腹部に当て 

   る。腹部や大腿部は圧迫せず動きやすいように注意する。 

 ９ 衣類・寝具を整え，安楽な姿勢にし，部屋の空気を入れ換える。 

 10 コミュニケーションをとりながら介助し，排泄物の観察や記録・報告を行う。 
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２ レクリエーションの意義と留意点 

【レクリエーションの意義】 

レクリエーションを行うことで，生きていくためのエネルギーを回復して元気になり，家族や仲間，地

域の人たちとの交流を楽しみ，夢中になれるさまざまな趣味や遊びを楽しみたいというニーズを充足さ

せることができる。 

介護実践は，利用者のＱＯＬの向上を目指して行われるが，ＱＯＬとは人の生活の満足度を質的に捉え

ようとする考え方であり，生活にゆとりと楽しみをもたらすレクリエーション活動を充実させることは

ＱＯＬの向上を目指す介護実践にとって非常に重要である。また，意欲の向上，高齢者同士や介護スタッ

フや実習生とのコミュニケーション向上など多くのメリットがある。 

高齢者福祉施設において，レクリエーション活動は非常に重視されており，特にディサービスセンター

などでは，レクリエーションがなければ活動が成り立たないといえる。 

【レクリエーションの留意点】 

介護の現場でのレクリエーションは，安全に配慮した上で適切に行うことが大切である。また，「参加

を無理強いしない」ということも必要である。参加させるのではなく，参加したくなるレクリエーション

を行うような工夫が必要である 

レクリエーションでは，利用者一人一人が楽しみながら能力を発揮することが大切である。高齢や障害

のために，何かを楽しむために支援を必要とする場合は，使用する道具の工夫，場所や環境の整備，楽し

み方の工夫，支援する人の対応など，さまざまな工夫が必要である。 

介護が必要な高齢者の方々の心身の状態はさまざまなので，介護職員がきちんと判断をして，一人一人

に合ったレクリエーションであるか検討する必要がある。難しすぎる活動はやる気が起きないが，簡単

すぎる活動では，飽きて興味を失ってしまう。また高齢者によっては，子ども扱いの様に感じて，馬鹿に

されていると思うこともある。自尊心を尊重することが大切である。 

【介護実習におけるレクリエーション援助】 

「介護実習」では，レクリエーションメニューの選択やその工夫など，高齢者の方々への敬意を払うこ

とを忘れずに，職員や他の実習生と打ち合わせを行い，高齢者の方々が楽しんで参加できるような準備

を行う必要がある。「介護実習」の開始前にレクリエーション材を用意しておき，開始後に対象となる利

用者の状況を見て具体的な計画を立案するようにする。ゲームなどのルールやどのような形で参加して

もらうかなどは個別の調整も必要になる。レクリエーションの参加者の状況を把握し，人数や時間，必要

物品や説明内容など利用者の状況とレクリエーションの内容から適切に判断する。 

 集団援助の技術と個別援助の技術を活用し，参加者全体に対して説明や進行を行う役割と，一人一人

の参加者をフォローする役割が必要になるので，実習指導者に確認し，事前に打ち合わせを行っておく。 

そして，実施の内容やその結果，課題と改善点を記録用紙に書いておき，次の実施に生かすようにす

る。 
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３ 介護過程の展開 

１ 介護実習における介護過程 

  介護は生活を支える行為である。生活を営んでいる利用者を主体とし，その利用者の生活の質の維

持・向上にどのように関わるのかを考える。利用者の求めていることや望んでいることに介護福祉士の

専門的な視点を加味し，客観的で科学的な根拠（エビデンス）のもとに，考えを組み立てていくことが

大切である。介護過程の記録用紙を活用してすすめていく。 

介護過程の展開，すなわち，利用者の生活リズムや個性を理解した上で，個別ケアについて理解し，

根拠（エビデンス）を持って利用者一人ひとりの主体性を尊重した介護計画を立案し，実施・展開する

ことで，利用者主体の介護のあり方を学ぶとともに，介護実践能力を養うことができると考える。 

  

２ 介護過程の構成要素と取り組み 

 

 

 

 

 

 

 ⑴ アセスメント 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アセスメントは情報収集・情報分析で成り立ち，「課題の明確化」につながるものである。事前評

価とも言われ，利用者の心身の状態に応じた適切な介護計画を作成するために必要な情報を収集し，

整理，分析，そして支援の方向性を判断することである。 

情報収集は利用者の状況を把握するために行うものである。先入観や偏見を持たず，自分の目の前

にある事実をありのままにみて見て，利用者の人生と生活の全体像（生活歴，入所までの経緯，家族

構成と家族の状況，健康状態，身体の状況，1 日の過ごし方，アクティビティ，利用者の思い，家族

の意向，自立した日常生活の阻害要因）を正確に把握することが必要である。情報は，利用者本人か

ら収集する，職員から収集する，家族から収集する，記録から収集するの４つの方法で収集する。情

報収集した内容は，内容を吟味したうえで「介護過程記録 NO,１（フェイスシート）」にまとめる。

日常生活動作や口腔や皮膚の状態，コミュニケーション能力，認知機能，対人関係については「介護

過程記録 NO,２（アセスメントシート）」に整理してまとめる。このようにＩＣＦの構成要素に従っ

て情報を取りまとめておくと，以降の情報の整理・分析や課題の明確化に移行しやすくなる。情報分

析（情報の解釈・関連付け・統合化）にあたっては次の３つの視点で検討し, 「介護過程記録 NO,２

（アセスメントシート）」に記入する。３つの視点とは，➀健康状態が悪化するような点はないか。

（生命の安全），②日常生活の自立，継続できていない点はないか。（生活の安定），➂その人らしく

生活できていない点はないか。（人生の豊かさ）である。情報の解釈とは，３つの視点の中で，なぜ

それができていないのかを考え，多くの情報の中からそれに関係する情報をまとめ，理解することで

ある。 
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⑵ 課題の明確化 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 介護計画の立案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題とは利用者の望む生活を実現するために必要なことであり，収集した情報を解釈し，関係性

を明らかにし，予後を予測することで明確になった内容について，状況の悪化を防ぎ，状況の維持・

改善のために必要な支援の方向性を示すのもである。「介護過程記録 NO,２（アセスメントシート）」の【課

題】のところに「●●のため〇〇が必要である。」，「●●のため〇〇のリスクを防ぐ必要がある。」，「●●の

ため〇〇を防ぐ必要がある。」などのように書く。課題を明らかにしていくと，その課題は複数挙がって

くることがある。その際は，情報分析の３つの視点をもとに課題に優先順位をつける。このとき，

利用者の立場に立って考え，利用者が幸せに生活するための課題かどうかを十分に検討する。 

 

 

アセスメントで明確化した課題を達成するための設計書を「介護計画」という。利用者の望む生

活を支えるために，利用者の自己決定を尊重しながら，家族や他の専門職との連携のもと，利用者

１人ひとりに対する介護計画を作成する。「介護目標」とは，介護職の目標ではなく，利用者の達成

する具体的なものである。利用者のＡＤＬとＱＯＬの現状を把握し，自立や向上に向けて考える。

介護は客観的で科学的なエビデンス（根拠）に基づいて展開されなければならない。介護計画につ

いて，「なぜ，このように考えたのか。」というエビデンス（根拠）をきちんと説明できるようにし

ておく。また，表面化している捉えやすい情報だけを分析して介護目標や介護計画を考えた場合，

慎重に観察を重ねたり，関係が深まることで新たな気づきや発見によって方向性が変わることもあ

る。 

介護目標を設定し，具体的な援助の内容を検討して介護計画を立案し，「介護過程記録 NO,３」に記

入する。一人の利用者に複数の介護職が関わることを想定して具体的に記述し，利用者本人・家族

を中心に全員が共有することを念頭に作成する。留意点として，➀いつ，どこで，誰が，何を，何

のために，どのように行うのかを明確にする，②個別性を尊重し，時間や頻度など，利用者の状況

に合わせて作成する，➂目標と援助内容・方法の一貫性を確認する，④わかりやすい表現で記述す

る，⑤どうしたら意欲的に取り組み，楽しめるかを考え，楽しんで取り組めるような工夫をする，

の 5 項目に気をつける。また，介護計画を立てるときは，利用者の反応のどんなところを観察する

のか，例えば，表情の変化や他の利用者との関わりなど，具体的な観察内容と利用者がどうなるこ

とが目標達成なのいかという評価の基準を明確にして，付箋紙等に記載しておき，評価を書く時に

活用する必要がある。介護目標は「介護過程記録 NO,３」の用紙に記入し，実施と評価につなげていく。

同じ計画を継続して実施することもできる。計画を修正した場合は，評価の欄に理由を記入する。 

 

 

情報の関連づけ・統合化とは，関連性のある情報を統合し「今の状態がなぜ生じているのか」「こ

うすればもっとよくなるのではないか」「今の状態がこのまま続くとどうなるのか」という推測を

していくことで課題を明らかにしていく過程である。収集した情報が利用者の生活にどのような影

響を与えているのかを推測し，「介護過程記録 NO,２（アセスメントシート）」の【情報の解釈・関連づけ・

統合化】のところに，「●●のため〇〇が必要ではないか。」，「●●のため〇〇のリスクがあるのではない

か。」，「●●のため〇〇につながる可能性があるのではないか。」などのように書く。 
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⑷ 介護の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

⑸ 評価・修正 

 

 

 

 

 

 

 

介護過程の記録用紙の最後に，「介護過程の振り返り」を記入し，学校に提出する。自分の考察や感想

を中心に記入し，「介護総合演習」でおこなうまとめや報告書の作成に活用する。 

 

 

介護計画にもとづいて介護（生活支援）を実施する。実施にあたっては，安全と安心，快適性，

自立支援, 尊厳の保持の視点により「心身の状態に応じた介護」を行う 

ア 安全と安心，快適性の視点 

事故防止と感染予防に留意する 

介護技術の熟練に努める 

利用者とのコミュニケーションを十分に図る 

利用者の心理的な理解に努める 

イ 自立支援の視点 

利用者の健康状態の把握 

利用者の現在の機能と能力の把握とその活用 

利用者自身による選択 

利用者の意欲の促進 

ゥ 尊厳の保持 

 介護内容の事前の説明と同意を行う 

 自己決定を促す 

 接遇（言葉遣い・態度） 

 つまり，介護計画が本当に利用者を尊重し，希望や意向に沿ったものであるか，押しつけになっ

ていないかなど常に考慮する必要がある。そして，介護事故を起こさないようリスクマネジメント

の意識を持って実施することが必要である。実施中は注意深く利用者の観察（体調，意欲，集中力，

疲労，表情，しぐさ，発言など）を行い，その観察によって利用者の理解を深めることができる。

実施中がアセスメントの機会になる。実施した内容は「介護過程記録 NO,３」に「記入するが，利用者

の観察内容などをすべて書くことはできないので，毎日の記録用紙にも記入する。 

介護の実施状況について，効果や目標の達成度，支援内容や方法，新たな課題などがないかどう

か評価し，「介護過程記録 NO,３」の用紙に記入する。介護計画を立てるとき，利用者の反応の具体

的な観察内容と利用者がどうなることが目標達成なのいかという評価の基準を考えておいたので，

評価を記入するときは，そのことをきちんと記載するよう留意する。 

必要に応じて介護計画の内容を見直し，修正を行う。計画を修正した場合は，評価の欄に理由を記

入する。 

 

 

利用者の反応は介護過程の評価を行う上で貴重である。利用者の言葉のニュアンスや表情，身体

の動き，しぐさなどを細かく観察し，利用者の思いを汲み取る必要がある。利用者にとって介護計

画が「その人らしさ」を追求しているかを確認し，利用者の望む生活を実現するために，根拠（エ

ビデンス）に基づいた支援を繰り返し行い，計画が効果を上げているかを判断し評価していくこと

が重要である。このことは介護の質の向上にもつながる。 
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４ 感染症について 

１．季節性インフルエンザ・新型インフルエンザ 

概要 インフルエンザウイルスにより引き起こされる急性ウイルス性疾患で，Ａ型，Ｂ型，Ｃ型の

３つがある。日本では 11 月下旬から 12 月上旬に発症し，翌年の３月頃まで罹患者が増加す

る。感染力が非常に強いのが特徴である。 

新型インフルエンザは季節性インフルエンザと違い，ほとんどの人が初めて直面するため有効

な免疫を持っていないうえに，感染力は非常に強いため大流行を引き起こす。 

免疫力の低下している高齢者，乳幼児，基礎疾患がある人は慎重に対応する必要がある。 

飛沫感染によって感染し，潜伏期間は１～２日である。 

 

症状 季節性，新型ともに突然の発熱で，38℃以上の高熱が出る。発熱の他に悪寒，咽頭痛，筋肉痛，

頭痛，咳，全身倦怠感などが現れる。 

 

予防 インフルエンザワクチンの予防接種。 

マスクの着用。 うがい・手洗いの励行。 

換気を行う。 室温 22℃湿度 60％を保つ 

 

対応 咳のある人は咳エチケットの対応が必要  

高齢者は肺炎を併発し，急速に重症化するおそれがあるため観察を十分に行う 

 

 

２ ＭＲＳＡ感染症 

概要 多くの抗生物質に耐性を持つ多剤耐性黄色ブドウ球菌のことで，接触感染する。代表的な院

内感染の原因である。ＭＲＳＡは黄色ブドウ球菌と同じように鼻や咽頭の粘膜や皮膚に付着し

ている。抵抗力が弱い人に対し攻撃するという特性を持つ。 

 

症状 発熱，黄色膿性痰 

抵抗力の弱い高齢者や慢性疾患の患者に対し攻撃し，肺炎，敗血症，腸炎などを引き起こす。 

 

 

予防 手洗いや手指消毒の励行 清潔な環境の維持 

 

対応 個室管理の必要はないが，基本的な感染予防を行い拡散防止に努める  

衣服，リネン類は通常の洗濯で十分である 浴槽の洗浄も通常通りでよい 

保健所に届ける 
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３ ノロウイルスによる感染性胃腸炎 

概要 11 月～３月の，主に冬季に多発するが，年間を通じて患者はみられる。 

ほとんどが経口感染で，主に汚染された貝類（カキなどの二枚貝）を，生あるいは十分加熱しな

いで食べた場合に感染する。感染力は非常に高い。潜伏期間は 12～48 時間である。ノロウイル

スは 85℃以上１分間の加熱で感染性がなくなる。 

 

症状 嘔気，嘔吐，腹痛，下痢，発熱は軽度（37～38℃）である。 

 

 

予防 便を処理する場合は，使い捨て手袋を使用する。嘔吐物の処理の時は，手袋の他，予防衣やマ

スクも着用する。 

取り除いた後に残った便や嘔吐物にはペーパータオルをかぶせ，その上から 50 倍から 100 倍

に薄めた市販の塩素系漂白剤を浸るように注ぎ，汚染場所を広げないようペーパータオルでよく

拭く。 

 

対応 流行期には慎重に対応し，医療機関を受診する。 

保健所に届ける 

 

 

４ 腸管出血性大腸菌感染症 

概要 出血を伴う腸炎を引き起こす大腸菌で，国内では井戸水，サラダ，生肉からの感染が報告され

ている。無症状の潜伏期間は 2～9 日と長い。 

大腸で増殖するときに，「ベロ毒性」を作り「溶血性尿毒症症候群（HUS）」を引き起こす可能性

がある。 

感染力が非常に強く，食品にごく少量ついていても感染し，また入浴やタオルの共用，トイレ

の取っ手などに付着した菌などによって二次感染を起こすこともある。 

 

症状 無症状な潜伏期を過ぎると，初期には下痢と腹痛が起きる。３日目ぐらいから激しい腹痛とと

もにベロ毒素によって大腸の粘膜が傷められ血便が出はじめる。重症化すると「溶血性尿毒症症

候群（HUS）」へと進行する場合があり，腎臓障害や神経障害を引き起こす。 

 

予防 少量の菌量で感染するため，二次感染予として，トイレの便座やドアノブのアルコール清拭，

食品の洗浄や十分な加熱を行う。 

対応 激しい腹痛を伴う水様便に注意し，医療機関を受診する。 

手洗いの徹底 

保健所に届ける 
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５ Ｂ型・C型肝炎感染症 

概要 血液を介して感染するウイルス性肝炎である。 

肝炎や肝硬変といった肝臓の病気を引き起こす可能性が高くなり，肝臓がんの原因になること

もある。 

 

症状 無症状の場合が多く，症状が出る人は感染者の約 20〜30％と言われる。 

倦怠感，食欲不振，吐き気，濃い色の尿が出る，黄疸など。 

 

 

予防 ワクチンの接種。 

感染者の血液に触れる場合は手袋を着用する。 

インシュリン注射などをしている場合は，使用後の注射針を安全に処理する。 

 

対応 針刺し事故などがあった場合は，流水による洗浄と消毒を行う 

早期に受診し，治療する 

 

 

 

６ 疥癬 

概要 ダニの一種であるヒゼンダニが皮膚に寄生することで発症する皮膚病。通常の疥癬の他に重症

化し集団感染を起こしやすいノルウェー疥癬もある。ノルウェー疥癬は約 1 ヶ月の潜伏期間後に

発症する。接触感染が主であるが，衣類やリネン類からも間接的に感染する。 

 

 

症状 掻痒感 夜間に特に激しいかゆみが生じる。 

赤い小丘疹（指間，腋下，下腹部，大腿内部に現れる） 

疥癬トンネル。 

 

 

予防 衣類やリネン類は 50℃以上の熱水で洗う。 

布団の日光消毒や乾燥を行う。 

 

 

対応 感染拡大防止のため個室対応となる。入室時は予防衣や使い捨て手袋などの着用が必要。 

トイレの便座はアルコール清拭 タオルなどの共用を避ける。 

皮膚の状態やかゆみの有無，無意識にかきむしっていないかなどの観察。 

 

https://medicalnote.jp/diseases/%E8%82%9D%E7%82%8E
https://medicalnote.jp/diseases/%E8%82%9D%E7%A1%AC%E5%A4%89
https://medicalnote.jp/diseases/%E8%82%9D%E8%87%93%E3%81%8C%E3%82%93
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７ 新型コロナウイルス感染症 

概要 ウイルス性の風邪の一種。主な感染経路は飛沫感染と接触感染（感染者の飛散した唾液や痰な

どにより汚染された環境に触ることで感染）である。空気感染の可能性も指摘されている。 

潜伏期間は 1～12.5 日（多くは 5～6 日）とされており，その間に感染を広げる可能性もある。

発症前後にウイルスの排出量が多くなる。 

 

症状 発熱（37.5℃以上），喉の痛み，咳，痰など。 

4 日以上の経過後に高熱，胸部不快感，呼吸困難などが出現し，肺炎がおこることもある。重

症化は高齢者や基礎疾患（心血管疾患，糖尿病，悪性腫瘍，慢性呼吸器疾患など）を有する方で

多く見られる一方，小児や若年層のなかには，感染してもほとんど症状が現れない無症状病原体

保有者が存在する。 

 

予防 手洗いや手指消毒の徹底。 マスクの着用。 

環境の消毒。 

 

対応 保健所に届ける。 

入院などによる隔離。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://medicalnote.jp/diseases/%E8%82%BA%E7%82%8E
https://medicalnote.jp/diseases/%E7%B3%96%E5%B0%BF%E7%97%85
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５ 介護実習に必要な漢字 
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Ⅳ 介護実習中の留意点 

１ 実習生としての態度 

１ 学生として謙虚で礼節ある態度をとる。 

⑴ 言葉づかいは正しく，自分から笑顔で挨拶を行う。 

⑵ 実習の開始時には，自分から「本日の目標」と「介護実習計画」を実習指導者（担当の施設職員）に

伝え，助言を仰ぐ。 

⑶ 実習中は，実習指導者（担当の施設職員）と連絡を取り，積極的に指導を仰ぐ。その際，相手の都合

を確認してから指導を受ける。 

⑷ 休憩中であっても，床に座ったり騒ぐなど不謹慎な行動をしない。学生同士の私語は慎み，互いに姓

を呼ぶ。 

⑸ 施設は利用者の生活の場であることを認識し，慎重に行動する。 

⑹ 利用者と話すときは敬語を使用する。また，同じ目の高さでゆっくりと，低めの声で話す。 

⑺ 利用者に対しては公平に接する。どの利用者に対しても積極的に関わるよう心がける。 

⑻ 利用者に依頼されたこと（買い物・外への散歩など）は自己判断せず，必ず指導者に相談し対応する。 

⑼ 利用者の持ち物を勝手に動かさない。利用者に何かをあげたり，約束したりしない。利用者から何か

（お金やお菓子等）をもらわない。断りにくい場合は，指導者に相談する。 

⑽ 学生であっても，利用者や家族の方から見れば職員と同じように見られるので，行動に気をつける。 

⑾ メモは利用者の前では書かないようにする。特別に必要な場合は，実習指導者（担当の施設職員） 

の了解を得る。 

⑿ 私用の電話は慎む。（携帯電話は電源を切ってかばんに入れておく。施設の電源で充電しない） 

⒀ 実習に関係ないもの（菓子類，ゲーム，マンガの本等）は持って行かない。 

⒁ 利用者や家族，実習先の職員などに，自分や他の実習生の個人情報を教えない。 

⒂ 施設内や利用者の写真撮影等は行わない。（実習時間以外でも同じ） 

⒃ 更衣室や控え室であっても，大声で談笑したり，床に座るなどの振る舞いはしない。 

⒄ 一日の実習の終わりには，実習指導者（担当の施設職員）に報告と挨拶を忘れない。 

２ 出席に関しては下記事項を厳守する。 

⑴ 時間を厳守する。実習開始時刻の１０分前までに更衣を済ませ，実習指導者（担当の施設職員）に挨 

拶をし，実習できる態勢が整っていること。 

⑵ やむを得ない理由で欠席する場合は，実習開始時刻の１０分前までに実習先及び学校（担当教員）の 

両方に連絡すること。 

⑶ 遅刻は原則として認めないが，やむを得ない理由で，遅刻をする場合は，必ず教員に相談すること。 

⑷ 毎日，所定の介護実習出席簿に自分の印鑑を押印する。 

⑸ 実習途中で体調が悪くなった場合は，無理をせず，実習指導者（担当の施設職員）に申し出ること。 
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３ 守秘義務を厳守する。 

⑴ 実習中に得た利用者についての個人情報や施設内の情報等については，いかなる状況において 

も，学習の場以外で口外しない。また，ソーシャル・ネットワーキング・サービス等の電子媒体で 

公開しない。 

⑵ 電子メールや Line などで介護実習に関する内容をやりとりしない。 

４ 実習施設等の機能に支障をきたすことがないように慎重に行動する。 

⑴ 実習時間外の実習施設への出入りは，教員をはじめ実習指導者の許可を得る。 

⑵ 実習生は学ぶ立場であることを自覚し，実習指導者（担当の施設職員）の指示に従って行動する。

自己判断や思いつきで行動しない。 

⑶ 施設の物品を使用するときは，許可を得てから使用する。施設の設備・備品などを破損した場合 

は，すみやかに実習指導者（担当の施設職員）に報告し指示を受ける。物品を使用した後は必ず元の 

状態にし，所定の場所に戻す。 

⑷ 常に自分の所在を明確にする。 

５ 実習終了にあたっては下記事項を厳守する。 

⑴ 実習指導者（担当の施設職員）にお礼を述べ，挨拶する。 

⑵ 利用者への挨拶は実習指導者（担当の施設職員）の指示に従う。 

⑶ 実習中借用した部屋・物品はきれいに清掃し元の位置に戻す。 

⑷ 最終日の記録や提出が遅れている記録等があれば，忘れず提出する。 

⑸ 実習終了後は，利用者との個人的な関係は差し控える。 

２ 実習施設への交通 

⑴ できるだけ公共交通機関を利用する。 

⑵ 実習施設への往復は，事故のないよう注意する。 

３ 服装・身だしなみ 

⑴ 実習の行き帰りは正しく制服を着用し，実習の服装は指定された実習服とシューズとする。 

⑵ 頭髪は清潔感があること。髪染め及びパーマは禁止する。前髪は眉にかからないようにする。後 

ろ髪は実習服につかないようにアップスタイルにする。（アップスタイルにならない場合は結ぶ。） 

ゴムやピンは黒色とし，目立たないよう気をつける。リボン，カラーゴム，派手な髪どめは使用しな 

い。 

⑶ 常に清潔な実習服を着用する。 

⑷ 化粧はしない。アクセサリーはつけない。爪は短く切り，マニキュア等はしない。 

⑸ 靴下は白で，ルーズソックス及びくるぶしまでのものは使用しない。 

⑹ ハンカチ，ちり紙をポケットに入れて持参する。 
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４ 健康管理 

⑴ 規則正しい生活をし，睡眠をいつもより十分にとり，朝食を食べる。 

⑵ 発熱・咳・下痢・嘔吐などの症状がある場合は速やかに学校に報告し，医療機関を受診する。 

また，その結果を直ちに教員に報告する。 

⑶ 実習期間中は特に感染予防を心がける。 

① 実習開始２週間前から実習最終日まで，健康チェックシートに記入する。 

② 実習期間中は，日常生活において感染症に罹患しないよう十分に気をつける。 

③ 実習中・実習前後のていねいな手洗いとうがいを励行する。 

【手洗い】 

・援助の前後は（流水と石けんまたは速乾性手指消毒剤による）手指衛生を行う。 

・感染源となりうるもの（血液・体液・分泌物・排せつ物，傷のある皮膚・粘膜等）に触れたときは，

速やかに石けんと流水による手洗いを行い，速乾性手指消毒剤による消毒を行う。 

・実習の前後は必ず流水と石けんで手洗いを行う。（自分のタオルで拭く） 

④ 実習中はマスクを携帯し，実習服やシューズの清潔に気をつける。 

⑤ 感染予防のため，職員の指示にしたがい防護具を使用する。 

  ・感染源となりうるものに触れるときは，手袋を着用する。 

・必要に応じて，マスクを着用する。  

５ 事故等の対応 

１ 事故防止対策 

⑴ 介護実習では，知識不足，手順の間違いや確認不十分，または偶発的な事象などによって対象者

に多大な傷害や損傷を与えてしまう可能性がある。実習生は，利用者にそのような害を与えること

のないよう，充分に注意して実習を行う。 

⑵ 利用者に充分な配慮ができるよう，体調を整え実習に臨む。 

⑶ 介助を行う場合，安全性の確保を最優先とし，事前に教員や実習指導者（担当の施設職員）の助 

言・指導を受け，実践可能なレベルまで技術を修得してから臨む。 

⑷ 安全に援助が行えるように，利用者の状況や環境に留意
りゅうい

する。 

⑸ 利用者について不安や疑問をもった場合やわからない場合は，教員や指導者に速やかに相談し， 

助言を得る。 

⑹ 思いこみによる間違いを防ぐために，声に出して実習指導者（担当の施設職員）の確認を得る。 
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２ 事故等の対応 

⑴ 利用者を不慮の事故に遭わせた時は，直ちに実習指導者（担当の施設職員）に報告し，指示を受け

る。また，できるだけ速やかに学校に報告する。 

⑵ 施設の設備や物品，利用者の私物の破損時は，実習指導者（担当の施設職員）に報告し，指示を 

受ける。また，できるだけ速やかに学校に報告する。 

６ 実習の欠席や警報発令時の対応 

⑴ 実習を欠席する場合は，学校に連絡をした後，実習先に連絡をする。 

⑵ 通学途中，事故等に遭った場合は，直ちに学校に連絡する。 

⑶ 交通機関の運行停止などにより実習に行くのが困難な場合は，必ず学校と実習先に連絡をするこ 

と。 

⑷ 警報発令時の実習の取り扱い 

 【実習開始前】 

午前７時 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

午前 10 時 

 

 

 

 

 

 

【実習中】 

 実習開始後に，有田川町もしくは実習施設のある地域に大雨警報，暴風警報または特別警報が発令

された場合は，教員から指示があるまで実習を継続する。 

 

有田中央高等学校のある有田川町に大雨警

報，暴風警報または特別警報が発令されてい

る 

有田中央高等学校のある有田川町に大雨警

報，暴風警報または特別警報が発令されてい

ない 

実習施設のある地域のいずれかに大雨警報，

暴風警報または特別警報が発令されている 

 

家庭学習 

引き続き，有田中央高等学校のある有田川町

に大雨警報，暴風警報または特別警報が発令

されている 

有田中央高等学校のある有田川町の大雨警

報，暴風警報または特別警報が解除された 

家庭学習 

8：30 までに学校（産振棟）に登校する 

12：00 までに学校（産振棟）に登校する 
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Ⅴ 介護実習記録 

１ 目的と意義 

１ 体験や思考を整理し，表現力や思考力を向上させる 

  介護実習を振り返り，学んだことや疑問に思ったことなどを文章に表現することで，考えが整理で 

き，介護実習で体験したことを自分の学習として意味づけることができる。利用者との関わりでは時間 

的余裕のない中での判断になることも多く，後で振り返ることで多面的に考察できる。利用者の反応を 

どう受け止めてどのように考えたのか，何を学ぶことができたのかを整理することで，表現力や思考力 

を向上することができる。    

２ 学習（実践したこと）の記録及び評価資料となる 

  実習内容や生活支援の実際，利用者の状況，アクティビティなどを記録することによって価値のある 

学習の資料となる。また，実習内容が明確になり評価や指導に役立てることができる。そのためにも， 

その場にいない者が読んでもわかるように記述することが大切である。 

３ コミュニケーションの手段となる 

  記録は実習指導者や教員とのコミュニケーションの手段の 1つである。記録によって実習内容    

や成果，課題が実習指導者や教員に伝わり，適切な助言や指導を受けることができる。 

２ 心得 

１ 意識的な行動と観察を心がける 

 その日の実習目標を意識して行動し，何に対しても意識を持って観察することが大切である。 

２ メモをとる 

 メモ帳を常に携帯し，観察したことや指導を受けた内容を書いておく。（実習に差し障りがないか 

判断して書くこと。） 

３ すべてを書くのではなく，ポイントを絞ってまとめるようにする。 

  メモ帳に内容を書き出し，記録用紙に記入する内容を検討してから書く。 

３ 書き方と取り扱い 

１ 介護実習記録の作成について 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 黒のボールペンで書く。（消せるボールペンは使用しない）誤字などの訂正をするときは 

二重線を引いて訂正する。二重線が多くなった場合は書き直しをする。 

⑵ 実習施設で使用している記録用紙等を複写（コピー）や写真撮影をしない。 

⑶ 介護実習記録類の複写（コピー）や写真撮影をしない。 

⑷ 実習記録は実習施設内において自筆で作成する（自宅には持って帰らない）。 

⑸ 介護実習記録のすべての用紙に日付，実習施設名，氏名等を丁寧に書く。 

⑹ 介護実習記録が破れたりしわがよったりしないよう丁寧に扱い，破れた場合には修理をするか 

  書き直すようにする。 

⑺ 誰が読んでもわかる内容であるか留意し，読みやすいようていねいな字で書く。 
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２ 介護実習記録の書き方の留意事項について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 介護実習記録の提出・返却について 

 

 

 

 

４ 介護実習記録の保管・管理について 

 

 

 

 

５ 介護実習記録の紛失時の対応 

 

 

⑴ 始めと改行したときは，文頭を１文字あける。 

⑵ 文字は楷書で常体文（・・・である。・・・だった。）で書く。 

⑶ 敬語は使わない。「～させていただいた。」ではなく，「～した。」と書く。 

⑷ 不適切な表現に注意する。 

・「脱がせる」「座らせる」「食べさせる」などの表現をしない。 

・「やっぱり」，「すごく」，「すごい」，「ほんまに」，「めっちゃ」，「どんどん」などの

語句を使わない。 

・「･･･してあげる。」「･･･さしてもらう。」「･･･やらしてもらう。」「･･･しかいい。」 

「･･･したりした。」「･･･しとく。」「立てれる。」「･･･に生かせれた。」「･･･しぬくい。」

などの表現は不適切である。 

・ →（矢印），？（クエスチョンマーク），！（エクスクラメーションマーク）などの記号は

使わない。 

⑸「実際にあったこと・事実」と「誰かがそう捉えていること」や「自分の考えや感想」はきち 

んと区別する。 

⑹ できるだけ具体的に書く。「できるところをしてもらった。」，「プライバシーに配慮した。」， 

 「コミュニケーションが取りづらい方だった。」，「楽しそうにしていた。」，「落ち着きがなか

った。」などの表現は使わず，どのような様子か詳しく具体的に書く。 

⑺ 記録用紙，メモ類，カンファレンスの資料等に個人を特定する情報（氏名等）を記載しない。 

⑻ 不必要な情報・不確実な情報は記述しない。 

⑼ 数値で表せるものについては,数値化して記載する。（水分量，姿勢保持の角度，排尿・排便回

数，身長・体重など） 

⑽ 実習記録では「根拠」が大切である。それはどうしてか，なぜそう思うのか，その理由は何か， 

などを考えて書くようにする。 

 

⑴ 記録類の提出は他者に依頼しないで，実習指導者（担当の職員）に直接手渡すようにする。 

⑵ 記録の返却については，直接受け取る。 

⑶ 介護実習記録の実習指導者（担当の施設職員）のコメントを参考に介護実習を進める。翌日から 

実習目標や計画に生かす。 

⑴ 氏名を記入するなど，自分の記録物であることを明らかにしておく。 

⑵ 記録類は必ず専用ファイルにとじ，第三者の目に触れないようにする。 

⑶ 記録類が入ったカバン等の置き忘れ，紛失や盗難に注意する。 

⑷ 不要になった記録やメモ類はシュレッダーにかけるなど細かく切り刻んで廃棄する。 

 

記録類の紛失時は，直ちに教員に報告し指示を受ける。 

⑻ 誤字・脱字のないよう，専門用語などわからない用語や漢字は辞書等で調べて正しく記載する。 

携帯電話やスマートホンなどでの検索は禁止する。 
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４ 介護実習目標の立て方 

介護実習目標には，何のために（目的）行うのか，また，どのように（方法）行うのかが含まれている

ように書くことが望ましい。書き方をまとめておく。 

１ コミュニケーションの目標 

目的 方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 食事介助の目標 

 

目的 方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニケー

ションを行う 

食事介助を行う 
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３ 排泄介助の目標 

目的 方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 入浴介助の目標 

目的 方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排泄介助を行う 

トイレ誘導を行う 

おむつ交換を行う 

 

入浴介助を行う 
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５ 着脱介助の留意点 

目的 方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 介護実習壮行会 

 介護実習壮行会には，介護実習と同じような緊張感をもって臨まなければならない。壮行会では，２学

年・３学年の全員が「介護実習」に向けての決意表明として，実習の目標やどのようにして目標を達成す

るかなどを発表する。「介護実習」では慣れない環境の中で,施設の職員や利用者と関わりながら,日頃と

は異なる学び方が求められる。何のために実習に行くのかを考えて,目標を持って臨む必要がある。その

心構えを作るために介護実習壮行会への取り組みは重要である。 

 介護実習で特に取り組みたいことを目標に挙げ,その理由とどのように取り組んでいくかを整理し頭

に入れておく。発表では，声の大きさや話すスピード，また発表時の態度などを事前に確認したうえで，

参加者にわかりやすく伝えるように努める必要がある。壮行会では,顔を上げて,前にいる先生方に向け

て発表する。発表後は，校長先生や担任の先生などから激励の言葉を聞く機会となる。他の生徒の発表や

先生方の話を聴くときは,傾聴の態度で聴き，メモを取っておき.壮行会終了後に，壮行会での他の参加

者の発言内容と自分が考えたことや感じたことを記録用紙にまとめる。そして,壮行会で学んだことを，

介護実習の取組に生かすよう努める。 

 

着脱の介助を行う 
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Ⅶ 介護実習の自己評価 
１ 認知症対応型老人共同生活援助事業所 

介護実習Ⅰ自己評価    有田中央高等学校２学年 氏名：           

実習期間     年  月  日  ～   年  月  日   

実習施設名  

実習目標 具体的な取り組み・成果等 自己評価 

認知症対応型老人共同生活

援助事業所に対する理解を

深める。 

 

  

利用者の生活や生活課題を

理解する。 
  

利用者と適切にコミュニケー

ションを図る。   

安全・安楽に留意し，個別性

の尊重や自立支援の観点を

ふまえた生活支援技術を実

践する。 

  

介護職員の役割や多職種と

の連携，地域とのつながりを

理解する。 

  

介護福祉士としての基本的な

態度を身につける。 

 

  

記録の目的や意義について

理解し，適切に記述する。 

 

  

評価点[４：よくできた ３：おおむねよくできた ２：あまりできなかった １：できなかった] 

介護実習Ａ 
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２ 通所介護事業所 

介護実習Ⅰ自己評価    有田中央高等学校２学年 氏名：           

実習期間     年  月  日  ～   年  月  日   

実習施設名  

実習目標 具体的な取り組み・成果等 自己評価 

通所介護に対する理解を深 

める。 
  

利用者と適切にコミュニケー 

ションを図る 
  

集団援助と個別援助のあり 

方を理解する   

安全と安楽に留意し，個別 

性の尊重や自立支援の観 

点をふまえた適切な生活 

支援技術を実践する。  

  

介護職員の役割や多職種と

の連携，地域とのつながりを

学ぶ。 

 

  

介護福祉士としての基本的

な態度を身につける。 

 

  

記録の目的や意義につい

て理解し，適切に記述す

る。 

 

  

評価点[４：よくできた ３：おおむねよくできた ２：あまりできなかった １：できなかった] 

介護実習Ａ 
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３ 介護老人福祉施設・介護老人保健施設（２学年） 

介護実習Ⅰ自己評価   有田中央高等学校２学年 氏名：           

実習期間     年  月  日  ～   年  月  日   

実習施設名  

実習目標 具体的な取り組み・成果等 自己評価 

介護老人福祉施設もしくは 

介護老人保健施設に対する 

理解を深める 

 
 
  
 
  
 
 

 

利用者の生活や生活課題

を理解する。 

  

利用者と適切にコミュニケー 

ションを図る。 

 

  

安全・安楽に留意し，個別 

性の尊重や自立支援の観 

点をふまえた生活支援技 

術を実践する。 

  

介護職員の役割や多職種と 

の連携，地域とのつながりに 

ついて理解する。 

  

介護福祉士としての基本的

な態度を身につける。 

 

  

記録の目的や意義につい

て理解し，適切に記述す

る。 

 

  

評価点[４：よくできた ３：おおむねよくできた ２：あまりできなかった １：できなかった] 

介護実習Ｂ 
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４ 介護老人福祉施設・介護老人保健施設（３学年） 

介護実習Ⅱ自己評価    有田中央高等学校３学年 氏名：           

実習期間     年  月  日  ～   年  月  日   

実習施設名  

実習目標 具体的な取り組み・成果等 自己評価 

傾聴・受容・共感の技法を

用いて，利用者一人ひとり

に応じたコミュニケーション

を図る。 

  

安全・安楽に留意し，個別 

性の尊重や自立支援の観 

点をふまえた生活支援を実 

践する。 

  

一人の利用者についてＩ 

ＣＦの視点で全体像をと 

らえ，アセスメントを行 

う。 

 

 

 

個別性の尊重や自立支援 

の観点をふまえた介護計画 

を立案する。 

  

介護計画に基づき，適切に

生活支援の実践，評価およ

び修正を行う。 

  

多職種との協働を図る。   

介護福祉士としての基本的

な態度を身につける。 

  

記録の目的や意義につい

て理解し，適切に記述す

る。 

  

評価点[４：よくできた ３：おおむねよくできた ２：あまりできなかった １：できなかった] 

介護実習Ｃ 
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Ⅷ 介護実習の事後学習 

１ お礼状の作成 

１ 介護実習のお礼状に書く内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 介護実習のお礼状の書き方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護実習のお礼状は形式に従って書くようにする。 

⑴ 頭語と結語を使う  

⑵ 挨拶  

⑶ 名乗り  

⑷ お礼  

⑸ 具体的なエピソード 

⑹ 改めてのお礼  

⑺ 最後の挨拶  

⑻ 日付と名前  

⑼ 宛先の病院・施設名と担当者名 

 

⑴ 頭語と結語を使う 

 手紙のマナーである「頭語・結語」として，介護実習のお礼状には「拝啓・敬具」の組み合わせ

を使うとよい。「前略・草々」はお礼状には使わない。 

⑵ 挨拶  

 まず季節の挨拶からはじめ，その次に「時下（貴施設におかれましては）ますますご清栄のこと

とお喜び申し上げます」などの挨拶を入れる。この部分は手紙の挨拶文として，ある程度定型化さ

れている。「時下（貴施設におかれましては）ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます」，

「時下（貴施設におかれましては）ますますご隆盛のことと存じます」，「時下（貴施設におかれ

ましては）ますますご清祥のこととお慶び申し上げます」などを使うとよい。 

⑶ 名乗り 

 「私は〇月〇日から〇月〇日まで介護実習に行かせていただきました，有田中央高等学校二（三）

年の〇〇××（フルネーム）と申します」など，相手にこちらが誰であるかを伝える。介護実習を

終えてすぐに届けたお礼状であっても，書くようにする。 

⑷ お礼 

 ここからお礼状の本文となり，「この度は●日間に渡り大変貴重な体験をさせていただき，誠に

ありがとうございました」，「この度は，職員の皆様や利用者の方々に大変お世話になり，本当に

ありがとうございました。」などの文章から始める。続けて「介護技術の留意点などたくさんのこ

とを教えていただき，私にとってかけがえのない大変有意義な日々となりました。」，「学校では

知ることができなかった〇〇について学ぶことができ，とても充実した●日間でした。」，「介護

実習ではこれまで学んだ知識を実践の場でより深めることができました。」，「介護の現場を初め

て体験する私にとりまして，今回の介護実習はすべてが印象的でした。」など，どんなことに感謝

をしているのか，自分にとってどんなものだったのかということを書く。 
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⑸ 具体的なエピソード 

 お礼状では具体的なエピソードを入れることが大切である。ただ「ありがとうございました」を繰

り返すのではなく，特に印象に残っている教えや出来事を添える。 

「貴施設で過ごした〇日間は毎日が勉強でしたが，特に印象に残っているのは〇日目の〇〇です。〇

〇を教えていただいたことで，〇〇が必要であると気付くことができました。」，「〇〇を経験させ

ていただき，学校で習得した基礎の生活支援技術を利用者様一人一人に合った介助を行うために応用

することの難しさを改めて知り，今後の自分自身の介護技術を向上のためのヒントを得ることができ

まました」，「介護実習を終えて，自分に欠けている〇〇についてさらに勉強を深めたいと思いまし

た」など経験した出来事を具体的に書く。 

⑹ 改めてのお礼 

 エピソードが書き終わったら改めてお礼を伝える。「まずはご指導を賜りましたお礼をお伝えした

く，お手紙をお送りすることにいたしました。本当にありがとうございました」「皆様から教えてい

ただいた思いやりや心遣いを自分のものにできるよう，これからも介護福祉士になるための勉強に真

剣に取り組んでまいりたいと思います。」「また，ご担当くださった〇〇さんのお仕事をそばで拝見

し，私もいつか〇〇さんのようにさまざまなところへ気を配ることのできる社会人になりたい，と志

を強くいたしました」「まずはご指導を賜りましたお礼をお伝えしたく，お手紙をお送りすることに

いたしました。本当にありがとうございました 」「略儀ではありますが，文中より御礼申し上げま

す」など，一区切りつくようなお礼文を添える。 

⑺ 最後の挨拶 

 本文の締めには「末筆ながら施設長はじめ皆様のご活躍とご健勝を心よりお祈り申し上げます。」

「末筆ながら，貴施設の益々のご発展を心よりお祈り申し上げます。」などの一文を入れます。この

部分は冒頭の挨拶と同じで，定型化されている文言でよい。 

⑻ 日付と名前 

締め文の後には手紙を書いた日付と名前を書く。日付は和暦，名前は大学名から続けて書くように

する。日付は上から 2 文字分空けて書き，学校名・名前は便箋の一番下（横書きの場合は左端）に寄

せて書く。 

⑼ 宛先の施設名と担当者名 

 最後に宛先となる施設名と施設長名を書く。相手の施設名と施設長名は，便箋の一番上（横書きな

らもっとも左）から書き始める。略すことなく，正式名称で書く。 
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２学年お礼状（例） 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３学年お礼状（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拝
啓 

秋
晴
の
候 

□
時
下
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

□
私
は
●
月
●
日
か
ら
■
月
■
日
ま
で
介
護
実
習
に
行
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
有
田
中
央
高
等
学
校
二
年
生
の
●
●
●
●
と
申
し

ま
す
。 

□
こ
の
度
は
，
八
日
間
に
わ
た
り
介
護
実
習
を
さ
せ
て
頂
き
， 

誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

□
介
護
の
現
場
を
初
め
て
体
験
す
る
私
に
と
り
ま
し
て
，今
回
の

介
護
実
習
は
す
べ
て
が
印
象
的
で
し
た
。学
校
で
は
知
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
や
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
た
く
さ
ん
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

□
特
に
，
指
導
者
の
方
か
ら
利
用
者
の
状
況
を
よ
く
見
る
よ
う
ご

指
導
い
た
だ
き
，実
践
を
重
ね
る
中
で
観
察
の
大
切
さ
に
気
づ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
・ 

□
職
員
の
皆
様
が
毎
日
丁
寧
に
ご
指
導
く
だ
さ
り
，
本
当
に
あ
り

が
た
く
感
じ
ま
し
た
。 

□
皆
様
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
思
い
や
り
や
気
配
り
を
自
分
の

も
の
に
で
き
る
よ
う
，こ
れ
か
ら
も
介
護
福
祉
士
に
な
る
た
め
の
勉

強
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

                    

敬
具 

□
□
令
和
二
年
九
月
二
十
五
日 

和
歌
山
県
立
有
田
中
央
高
等
学
校 

２
年 

●
●
●
● 

介
護
老
人
福
祉
施
設
□
□
□ 

施
設
長 

〇
〇
〇
〇
様 

 

拝
啓 

仲
秋
の
頃
，貴
施
設
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

□
私
は
●
月
●
日
か
ら
■
月
■
日
ま
で
介
護
実
習
に
行
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
有
田
中
央
高
等
学
校
三
年
生
の
●
●
●
●
と
申
し
ま
す
。 

□
こ
の
度
は
二
十
八
日
間
に
わ
た
る
介
護
実
習
を
さ
せ
て
頂
き
， 

誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

□ 

介
護
実
習
で
は
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
知
識
を
実
践
の
場
で
よ
り
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。職
員
の
皆
様
や
利
用
者
の
方
々
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

□
介
護
過
程
の
展
開
を
通
し
て
，改
め
て
個
別
的
な
支
援
の
意
味
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
，ご
担
当
頂
い
た
〇
〇
さ
ん
の
お
仕
事
を

そ
ば
で
拝
見
し
，私
も
〇
〇
さ
ん
の
よ
う
に
細
や
か
な
気
配
が
で
き
る

介
護
職
員
に
な
り
た
い
，と
志
を
強
く
い
た
し
ま
し
た 

□ 

ま
ず
は
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
お
礼
を
お
伝
え
し
た
く
，
お
手
紙

を
お
送
り
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た  

□
末
筆
な
が
ら
，貴
施
設
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り 

申
し
上
げ
ま
す
。                

敬
具 

                    
 

令
和
二
年
十
月
一
日 

和
歌
山
県
立
有
田
中
央
高
等
学
校 

三
年 

●
●
●
● 

介
護
老
人
福
祉
施
設
□
□
□ 

施
設
長 
〇
〇
〇
〇
様 
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２ 介護実習Ⅰのまとめと報告書作成 

１ 介護実習の記録用紙の提出 

  【提出する記録用紙】 

   ⑴ 介護実習オリエンテーション記録（３施設） 

   ⑵ レクリエーション実施計画書（３施設） 

   ⑶ 中間カンファレンスのまとめ（３施設） 

   ⑷ 最終カンファレンス（介護実習反省会）のまとめ（３施設） 

   ⑸ 介護実習項目チェックリスト（３施設） 

   ⑹ 介護実習記録（毎日の記録）    

 

２ 実習のまとめの作成 

  介護実習での学びを整理して考察を深めるために，介護実習の記録を振り返り，まとめを作成する。

「介護実習Ⅰのまとめ」の用紙に，実習施設ごとに振り返り，実習施設・事業所や利用者の状況につい

て学んだことや，生活支援のあり方や生活支援の工夫について指導を受けたり考察した内容をまとめ

る。 

 ⑴ 介護職員や他職種の業務と多職種協働 

 介護実習を通じて知った介護職員の業務や多職種の業務をまとめる。また，多職種協働につ 

いて介護実習を通して聞いたり経験した内容を書く。また，そのことについて自分がどう感じたか， 

考えたかについても書く。 

 ⑵ 施設の特徴的な取り組みや地域と連携した取り組み 

   日常の生活支援の中にレクリエーション的な要素を取り入れていたり，レクリエーション活動な 

どに取り組んでいる事例や施設の行事やイベントなど，その施設の特徴的な取り組みを書く。また， 

地域と連携した取り組みや地域との交流について聞いたり経験した内容を書く。そのことについて 

自分がどう感じたか，考えたかについても書く。 

 ⑶ 利用者の生活の理解 

   利用者の日課や週の予定などを書く。また，利用者全体について，食事，入浴，排せつ，移動，更 

衣，リハビリテーション，レクリエーション，環境整備などの日常生活の状況をまとめる。 

 ⑷ コミュニケーションと生活支援技術 

   利用者の状況とどのようなことに留意しながらコミュニケーションを図ったか，また，そのこと 

で考えたことや感じたことを書く。 

実践した生活支援技術の中で，特に深く学ぶことができた支援内容について，指導を受けた内容や 

留意して取り組んだこと，また，自分の考察や感想を書く。 

 ⑸ 考察を深めたいテーマとその理由 

   介護実習で経験した生活支援技術の中で，さらにテキストで調べたり考察を深めたりして，報告 

  書にまとめる内容を選び，その理由を書く。 
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３ 実習報告書の作成 

  実習報告書では，タイトルを決め，これまでに学習した専門的な知識や技術を確認し，十分ではなかった知

識を充足していくプロセスを経て，自分の経験ふまえ自分の言葉でまとめる。 

 ⑴ タイトル 

具体性のあるタイトルを考えるようにする。簡潔な表現で，ポイントとなるキーワードを含んでいるタイトルがよ 

い。漠然として内容がイメージできないタイトル，例えば「Ａさんの介護について」や「認知症のある高齢者との

コミュニケーションについて」などは適切ではない。具体例としては，「麻痺があるために食べこぼしがある利用

者Ｂの安全で安楽な食事介助について」，「両下肢麻痺のある利用者Ｃの安楽な体位の工夫について」などが

挙げられる。 

⑵ タイトルの設定理由 

    介護実習のどのような経験からこのテーマを選んだのか，問題意識や関心など理由を加えて説明する。 

   「指導を受けて〇〇の大切さが分かった。」，「利用者との関わりで●●について学ぶことができた。」 

⑶ 利用者の状況 

    タイトルに関連した利用者の身体的・精神的・社会的な状況をまとめる。 

⑷ 介護実習先での生活支援技術について 

    実習指導者の指導を受けながら自分が実践した生活支援技術やその結果，またその経験を通して考えた 

ことや感じたこと，学んだことを説明する。 

⑸ 生活支援技術について調べたこととまとめ 

介護の現場で学んだことの根拠をあきらかにするため，教科書や参考資料を使って確認し，その内容をま

とめる。また，調べたことで自分が考えたことや学んだことを書く。 

⑹ 考察と今後の学習に生かしたいこと 

   今回の報告書の作成を通して考察したこと，さらに学んでいきたい内容および今後の課題等を書く。 

⑺ 引用文献・参考文献（介護実習Ⅱも共通） 

    単行本の場合    著者名（出版年）・『書名』・出版社名 

    雑誌の場合      著者名（出版年）・「表題」『雑誌名』・出版社名 

 

＊報告書の表記方法について（介護実習Ⅱも共通） 

〇表記方法を統一する 

  ⑴ 文章は「常体」つまり「である・だ」などで終わる。 

  ⑵ 数字は算用数字とし，１階，２名のように記載する。  

  ⑶ 西暦と（和暦）の併用表記を原則とする。1958（昭和 33）年のように記載する。 

  ⑷ 特定できる情報は，A 施設，Ｂ町，利用者 C，職員 D，理学療法士Ｅというようにアルファベッ

トを使って匿名にする。 

  ⑸ 発現した内容は「  」書きにする。            （例）図１ 利用者Ａの自助具 

  ⑹ 図や表を使うときは，タイトルと通し番号をつける。   

 ⑺ 接続詞は，基本的に「ひらがな」を用いる。 
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〇わかりやすい表現 

 ⑴ 長すぎる文章にならないよう注意する。 

 ⑵ 主語・述語に矛盾がないように書く。 

  ⑶ １つの文章には，主語と述語はひとつずつにする。 

  ⑷ 事実（客観的な内容）と,自分の考えや感想（主観的な内容） 

は区別する。 

 

４ 実習報告会の開催（介護実習Ⅱも共通） 

  実習報告会は体験を発表することで学びを共有し，改めて自分の学びを振り返るとともに，新たな

課題に向け学びを整理する場でもある。発表者は，報告書を基に発表内容を考え，発表内容について参

加者の理解が得られるように，十分に準備と工夫を重ねる。報告書を読むことが発表ではないので，発

表に当たっては，発表原稿を聞き取りやすいように話し言葉で書き，模造紙やプレゼンテーションソフ

トなどを準備し，参加者によく伝わるような工夫を行う。   

発表原稿が準備できたら，原稿を読んで時間を計測する。発表に当たっては，姿勢がよいこと，表情

がよいこと，適度な緊張感があること，原稿から目を離して聴衆を見ながら話すことなどの態度に留意

する。また，話し方として，適度な声の大きさで，滑舌よくメリハリを付けることや，話の間やスピー

ドを考えることが大切である。他の生徒の発表を聴く際には，発表者の方を向き，私語や居眠りなどは

厳重に慎み，傾聴し共感する姿勢で参加した上で，メモを取りながら聴くことが大切である。発表後

は，メモの内容を記録用紙に記入し，もっと詳しく聴きたい内容や，分からない用語などはそのままに

しておかずに質問をすることも重要である。質問に対しては，質問者は利用者や実習施設について知ら

ない状況であることを考慮し，できるだけ具体的に答えるようにする。 

 

３ 介護実習Ⅱのまとめと報告書作成 

１ 介護実習の記録用紙の提出 

  【提出する記録用紙】 

   ⑴ 介護実習オリエンテーション記録 

   ⑵ 介護過程記録⑴～⑶ 

   ⑶ 最終カンファレンス（介護実習反省会）のまとめ 

   ⑷ 介護実習項目チェックリスト    

 ⑸ 介護実習記録（毎日の記録）       

２ 実習のまとめ 

介護過程の展開を中心として介護実習での学びを整理し考察を深めるために，介護実習の記録用紙

を振り返り，「介護実習Ⅱのまとめ」の用紙を作成する。 

 ⑴ 介護職員や他職種の業務と多職種協働 

 介護実習を通じて知った介護職員の業務や多職種の業務をまとめる。また，多職種協働につ 

いて介護実習を通して聞いたり経験した内容を書く。また，そのことについて自分がどう感じたか， 
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考えたかについても書く。 

 ⑵ 生活支援技術に関する気づきや学び 

   実践した生活支援技術の中で，特に深く学ぶことができた支援内容について，指導を受けた内容 

  や留意して取り組んだこと，また，自分の考察や感想を書く。 

⑶「介護過程」の展開を通しての考察や感想 

   担当の利用者の情報をＩＣＦの視点に基づいて，整理と分析を行う。 

介護過程の展開を振り返って，成果と課題について考察や感想をふまえてまとめる。 

 ⑷ 報告書のテーマとその理由 

   担当の利用者の介護過程の展開において，アセスメントや介護目標から，中心となるテーマを書 

く。「〇〇が課題になっている利用者に●●を目標に支援を行った。」のように中心となるテーマが 

決まったら，利用者の生活状況や思いなどから，なぜそのように考えたのか理由を記入する。 

３ 実習報告書の作成 

  タイトルを決め，介護過程の展開に沿って，「事例研究」としてまとめていく。 

⑴ タイトル 

    介護過程の中で中心となった課題がイメージできるタイトルを考える。「座位保持が困難なＡ利用者の安全

と安楽に配慮した食事の支援のあり方について」のように，事例研究の目的や内容を表現したタイトルが望

ましい。 

⑵ はじめに 

    タイトルに沿って問題意識や関心を持った理由について説明する。研究を通して明らかにしたいことや介

護過程で取り組んだ結果の一部を簡潔に紹介する。 

 ⑶ 事例の概要 

    タイトルに関連した利用者の情報や内容を選択してまとめる。利用者の現在の状況（身体的・精神的・社会

的側面），生活歴などをまとめる。利用者を特定できないよう，地域・施設名・名前は匿名にする。年齢は「〇

歳代や〇歳代後半」と表記してもよい。経済状態などプライバシーに触れる内容や事例研究に必要でない

情報は省く。 

 ⑷ 介護過程の展開 

    情報収集した内容をＩＣＦに基づき整理する。介護目標，介護計画，計画の実施，評価の内容を整理し，事

実や利用者の反応などをまとめる。５Ｗ１Ｈを意識し，具体的にわかりやすくまとめる。介護計画が達成でき

たかどうかの評価とその理由を整理して書く。 

  ⑸ 考察 

⑷の結果を分析し，その原因などを考察する。介護過程の展開を通してわかったことや気づいたことをま 

とめ，介護の現場で学んだことを，自分自身の考えだけでなく，教科書や参考資料を使って確認し，根拠を

持ったまとめとする。 

⑹ まとめ 

    今回の報告書の作成を通して学んだことや明らかになったことをまとめ，今後その学びをどのように生か 

していきたいかについて，解決すべき課題等をふまえて書く。また，「はじめに」に対応しているかを検証す 

る。 

  ⑺ 引用文献・参考文献 
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介護実習壮行会 介護実習Ⅰ 有田中央高等学校２年   氏名：              

 

【介護実習目標】 

 

 

 

【目標を達成するために努力したいことや抱負】 

【他の生徒の発表内容で参考になったこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護実習Ａ・Ｂ 別紙１ 
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【先生からの激励や助言内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【壮行会を通して気づいたことや考えたこと】 
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介護実習壮行会 介護実習Ⅱ 有田中央高等学校３年   氏名：              

【介護実習目標】 

 

 

【目標を達成するために努力したいことや抱負】 

 

 

 

 

 

 

 

【他の生徒の発表内容で参考になったこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護実習Ｃ 

別紙２ 
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【先生からの激励や助言内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【壮行会を通して気づいたことや考えたこと】 
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実習生個人票 

【２学年】 
【実習生徒】  

有田中央高等学校 ２学年  

   ふ り が な 

氏 名                           

                    

 

【施設までの交通手段と所要時間】 

 箕島駅から藤並駅までＪＲ（15分），藤並駅から自転車（30分） 

【福祉を学ぶ理由】 

 中学２学年の職場体験で高齢者のデイサービスセンター

に････ 

 

将来は介護福祉士の資格を取得して，高齢者介護の仕事に

就きたいと考えて有田中央高等学校の福祉系列に進学しまし

た。 

 

【趣味・特技】 

・サッカー 

・釣り 

・将棋 

・英語検定２級合格 

 

【高校生活で頑張っていること】 

・クラブ活動はサッカー部で･･･ 

 

・福祉の勉強は予習を行い，放課後 

 

 

【自分の長所】 

 

・明るくよく気がつくと言われるの

で，この長所を活かし，施設の実習で

も明るくコミュニケーションを図

り････ 

【介護施設等の体験】 

・１年生の８月に夏祭りのボランティアで ････・1 年生の２月にインターンシップで････ 

 

【今年度の介護実習先】 

・利用者の名前をはやく覚えて････ 

【介護実習Ⅰの抱負】 

●●デイサービスセンター（７／15～７／23） 

 グループホーム□□□（７／24～８／２） 

 特別養護老人ホーム○○園（８／16～９／３） 

 

 

別紙３ 
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実習生個人票【３学年】 
【実習生徒】  

有田中央高等学校 ３学年  

   ふ り が な 

氏 名                           

                    

 

【施設までの交通手段と所要時間】 

 箕島駅から藤並駅までＪＲ（15分），藤並駅から自転車（20分） 

【福祉を学んで考えたことや感想】 

 ２学年の実習で認知症の高齢者と････ 

 

 

････授業でも認知症介護について学び，介護の仕事はやり

がいがあるとわかりました。自分も是非介護の仕事がした

いと思うようになりました，そのためにも介護福祉士国家

支援に合格するよう頑張りたいと考えています。 

 

【趣味・特技】 

・サッカー 

・釣り 

・将棋 

・英語検定２級合格 

 

【高校生活で頑張っていること】 

・クラブ活動はサッカー部で･･･ 

 

・福祉の勉強は予習を行い，放課後 

 

 

【自分の長所】 

 

・明るくよく気がつくと言われるの

で，この長所を活かし，施設の実習で

も明るくコミュニケーションを図

り････ 

【昨年度の介護実習先】 

・１年生の８月に夏祭りのボランティアで ････ 

・1 年生の２月にインターンシップで････ 

 

【介護実習Ⅰで学んだこと】 

の利用者としっかりコミュニケーションがとれるよう，積極的に･･･ 

【介護実習Ⅱの抱負】 

 ●●デイサービスセンター（７／15～７／23） 

 グループホーム□□□（７／24～８／２） 

 特別養護老人ホーム○○園（８／16～９／３） 

別紙４ 
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介護実習オリエンテーション記録   
                                 有田中央高等学校  年   氏名： 

【施設名】 【施設の種類】 

【施設長名】                様 【実習担当者名】                 様 

【所在地】〒  【ＴＥＬ】 

【施設の沿革・基本理念・方針および役割】 

 

 

 

 

【施設の一日の流れ】 

時間 業務内容 

1  

2  

3  

4  

5  

6  

7  

8  

9  

10  

11  

12  

13  

14  

15  

16  

17  

18  

19  

20  

21  

22  

23  

24  
 

【利用者の状況・人数・活動内容など】 

 

 

 

 

【組織・職員の構成・役割】 

 

 

 

【週間予定】      【年間行事】 

月   

火  

水  

木  

金  

土  

日  
 

【施設と地域との連携した取り組み・交流している事例】 

 

介護実習Ａ～Ｃ 

別紙５ 
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レクリエーション実施計画書 有田中央高等学校  年   氏名：             

【施設名】 

【レクリエーションのタイトル】 

 

【予定参加人数】 

 

 

【目安所要時間】 【レイアウト・配置】 

【実施予定日時】 

 

【場所】 

【対象者】 

 

 

 

【目的・ねらい】 

 

【レクリエーション内容】（方法） 

 

 

 

 

 

 

【準備物】 

 

 

 

 

【注意事項】（安全面など） 

 

 

介護実習Ａ・Ｂ 

別紙６ 
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【レクリエーション実施の成果と課題】 
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中間カンファレンスのまとめ  有田中央高等学校２年   氏名：              

施設名 

 

【介護実習で学んだこと】 

 

 

 

 

【介護実習でうまくいかなかったことやその理由】 

 

 

 

 

 

【介護実習に関して疑問に思うこと】 

 

 

 

 

【利用者の生活支援技術について気づいたこと】 

 

 

 

 

 

【実習目標の達成に向けて努力していることやこれから努力したいこと】 

 

 

 

 

 

介護実習Ａ・Ｂ 
別紙７ 
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最終カンファレンス（介護実習反省会）のまとめ     

      有田中央高等学校  年   氏名：              

施設名 

 

【介護実習目標】 

 

 

【目標を達成するために努力したこと】 

 

 

 

 

 

 

【目標の達成状況】 

 

 

 

【利用者の生活支援技術についてのまとめ】 

 

 

 

 

 

【今後の課題や抱負】（今回の介護実習での学びを，今後どのように生かしたいか） 

 

 

 

 

 

 

 

介護実習Ａ・Ｂ 

別紙８ 



p. 73 

 

【カンファレンスで指導・助言を受けたことや学んだこと】 
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最終カンファレンス（介護実習反省会）のまとめ     

      有田中央高等学校  年   氏名：              

施設名 

 

【介護実習目標】 

 

 

【目標達成に向けて取り組んだこと】 

 

 

 

 

 

 

 

【目標の達成状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護実習Ｃ 

別紙９ 
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【今後の課題や抱負】（今回の介護実習での学びを，今後どのように生かしたいか） 

 

 

 

 

 

 

 

【カンファレンスで指導・助言を受けたことや学んだこと】 
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介護実習項目チェックリスト 有田中央高等学校 

施設名（          ）  年 氏名（             ） 

    実施回数を「正」の字で書く。 

  見  学：実習指導者の介護内容を見学する。 

  指導下実施：実習指導者とともに実施する。 

  実  施：実習指導者の見守りのもとで実施する。 

 項目 見学 職員と一緒に実施 職員の見守りで実施 

環

境 

環境整備・清掃    

ベッド・メーキング 

シーツ交換 
   

食

事 

準備・後始末    

全面・部分介助    

水分摂取介助    

経管栄養    

排

せ

つ 

トイレ誘導介助    

ポータブルトイレ介助    

尿・便器の介助    

浣腸・摘便    

ストーマの管理    

おむつ交換    

身

じ

た

く 

パジャマ交換    

かぶり式衣服交換    

洗面    

爪切り    

髭そり    

口腔ケア    

義歯のケア    

整髪    

介護実習Ａ～Ｃ 

別紙 10 



p. 77 

 

 項目 見学 職員と一緒に実施 職員の見守りで実施 

清

潔 

洗髪    

入浴（一般浴）    

入浴（機械浴）    

シャワー浴    

清拭    

手浴    

足浴    

陰部清拭・洗浄    

安

楽 

・

移

乗 

・ 

移

動 

安楽な体位の工夫    

体位変換    

ベッドと車いすの移乗    

ベッドとポータブルトイレの移乗    

車いすと便座の移乗    

車いす介助    

杖歩行介助    

歩行器歩行介助    

リフト    

家

事 

・ 

そ

の

他 

 

調理    

洗濯    

レクリエーション    

買い物介助    

散歩介助    

体温・血圧測定    

喀痰吸引    
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介護実習記録   和歌山県立有田中央高等学校 

月  日  曜日（ ： ～ ： ）   施設名 

 

氏名 

本日の実習目標 
 

 
 

時間 主な実習計画 時間 主な実習内容 

 
 
 
 
 

   

 
  

 
 

 
 

 

１日を振り返って気づいたことや学んだこと 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本日の目標達成度や今後の課題について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
担当職員のコメント        
 
 
 
 
 
 
 

担当者名（                     ）  

 

介護実習Ａ・Ｂ 

別紙 11 
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介護実習記録    有田中央高等学校 

月  日  曜日（ ： ～ ： ）   施設名 

 

氏名 

本日の実習目標 
 

 
 

時間 主な実習計画 時間 主な実習内容 

 
 
 
 
 

   

 
  

 
 

 
 

 

１日を振り返って気づいたことや学んだこと 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
本日の目標達成度や介護過程の展開について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
担当職員のコメント        
 
 
 
 
 
 
 

担当者名（                     ）  

介護実習Ｃ 
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介護実習出席簿（2年） 

和歌山県立有田中央高等学校 氏名  

実習施設名 実習期間 

 

 

令和   年     月    日（     ） ～ 

令和   年     月    日（     ） 

 

日付 ／ ／ ／ ／ ／ 

印      

日付 ／ ／ ／ ／ ／ 

印      

 

出席日数    日間   実習時間合計    時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習指導者印 

介護実習Ａ・Ｂ 

別紙 16 



p. 85 

 

介護実習出席簿（３学年） 

 

和歌山県立有田中央高等学校 氏名  

実習施設名 実習期間 

 

 

令和   年     月    日（     ） ～ 

令和   年     月    日（     ） 

 

日付 ／ ／ ／ ／ ／ 

印      

日付 ／ ／ ／ ／ ／ 

印      

日付 ／ ／ ／ ／ ／ 

印      

日付 ／ ／ ／ ／ ／ 

印      

日付 ／ ／ ／ ／ ／ 

印      

日付 ／ ／ ／ ／ ／ 

印      

 

出席日数    日間   実習時間合計    時間 

 

実習指導者印 

介護実習Ｃ 
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介護実習Ⅰ評価表 

学校名 和歌山県立有田中央高等学校 氏名  学年 ２学年 

施設名  実習

期間 

令和   年   月   日～令和   年   月   日 

（      日間） 

該当する箇所の□にレをつけてください。 

評価項目 観点 A（よくできた） 観点Ｂ（おおむねできた） 観点Ｃ（努力が必要） 

認知症対応型老人共

同生活援助事業所に

対する理解を深める 

 

□認知症対応型老人共

同生活援助事業所の役割

や業務を理解している。 

□認知症対応型老人共

同生活援助事業所の役割

や業務をおおむね理解し

ている。 

□認知症対応型老人共同
生活援助事業所に対する

理解がほとんどできていな

い。 

利用者の生活や生活

課題を理解する 

 

□利用者の生活の状況を
よく把握し，生活支援の必

要性を理解している。 

□利用者の生活の状況を
把握や生活支援の必要性

をおおむね理解している。 

□利用者の生活の状況や
生活支援の必要性をほと

んど理解していない。 

 

利用者と適切にコミュ

ニケーションを図る 

 

□利用者の安心感・信頼
感につながる適切なコミュ

ニケーションを実践してい

る。 

□利用者の安心感・信頼
感につながるコミュニケー

ションをおおむね実践して

いる。 

□利用者と話しはしている
が，利用者の安心感・信頼

感につながるコミュニケー

ションになっていない。 

安全・安楽に留意し， 

個別性の尊重や自立 

支援の観点をふまえ 

た生活支援技術を実 

践する 

□利用者に合った適切な
生活支援の方法を理解し

て実践している。 

□利用者に合った生活支
援の方法をおおむね理解

して実践している。 

□利用者に合った生活支
援の方法について，理解

や実践ができていない。 

介護職員の役割や多

職種との連携，地域と

のつながりを理解す

る 

□介護福祉士の役割や他
の職種の業務，地域との

つながりを理解している。 

□介護福祉士の役割や他
の職種の業務，地域との

つながりをおおむね理解

している。 

□介護福祉士の役割や他
の職種の業務，地域との

つながりをほとんど理解し

ていない。 

介護福祉士としての

基本的な態度を身に

つける 

 

 

□実習生としてふさわしい
身だしなみや言葉遣いで

あり，マナーが守れ，積極

的に行動している。 

□身だしなみや言葉遣い
等は意識しているが，あい

さつなどの声が小さかった

り，積極的でない場面があ

る。 

□身だしなみ，言葉遣い
及びマナーが十分に意識

できておらず，積極性も不

足している。 

総括コメント 

 

 

 

上記の通り評価します。             

 

令和    年    月    日        実習指導者名                         印 

介護実習Ａ・認知症対応型老人共同生活援助事業 
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介護実習Ⅰ評価表 

学校名 和歌山県立有田中央高等学校 氏名  学年 ２学年 

施設名  実習

期間 

 令和   年   月   日～令和   年   月   日 

（      日間） 

該当する箇所の□にレをつけてください。 

評価項目 観点 A（よくできた） 観点Ｂ（おおむねできた） 観点Ｃ（努力が必要） 

通所介護事業所に対

する理解を深める 

 

□通所介護事業所の役割
や業務を理解している。 

□通所介護事業所の役割
や業務をおおむね理解し

ている。 

□通所介護事業所に対す
る理解がほとんどできてい

ない。 

利用者と適切にコミュ

ニケーションを図る 

 

□利用者の安心感・信頼
感につながる適切なコミュ

ニケーションを実践してい

る。 

□利用者の安心感・信頼
感につながるコミュニケー

ションをおおむね実践して

いる。 

□利用者と話しはしている
が，利用者の安心感・信頼

感につながるコミュニケー

ションになっていない。 

集団援助と個別援助

のあり方を理解する 

 

□レクリエーション援助
において，適切な支援を

実践している。 

□レクリエーション援助
において，おおむね支援

を実践している。 

□レクリエーション援助
において，ほとんど支援を

行っていない。 

安全・安楽に留意し， 

個別性の尊重や自立 

支援の観点をふまえ 

た生活支援技術を実 

践する 

□利用者に合った適切な
生活支援の方法を理解し

て実践している。 

□利用者に合った生活支
援の方法をおおむね理解

して実践している。 

□利用者に合った生活支
援の方法について，理解

や実践ができていない。 

介護職員の役割や多

職種との連携，地域と

のつながりについて

理解する 

□介護福祉士の役割や他
の職種の業務，地域との

つながりを理解している。 

□介護福祉士の役割や他
の職種の業務，地域との

つながりをおおむね理解

している。 

□介護福祉士の役割や他
の職種の業務，地域との

つながりをほとんど理解し

ていない。 

介護福祉士としての

基本的な態度を身に

つける 

 

 

□実習生としてふさわしい
身だしなみや言葉遣いで

あり，マナーが守れ，積極

的に行動している。 

□身だしなみや言葉遣い
等は意識しているが，あい

さつなどの声が小さかった

り，積極的でない場面があ

る。 

□身だしなみ，言葉遣い
及びマナーが十分に意識

できておらず，積極性も不

足している。 

総括コメント 

 

 

 

上記の通り評価します。             

 

令和    年    月    日        実習指導者名                         印 

 

 

介護実習Ａ・通所介護 
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介護実習Ⅰ評価表 

学校名 和歌山県立有田中央高等学校 氏名  学年 ２学年 

施設名  実習

期間 

  令和   年   月   日～令和   年   月   日 

（      日間） 

該当する箇所の□にレをつけてください。 

評価項目 観点 A（よくできた） 観点Ｂ（おおむねできた） 観点Ｃ（努力が必要） 

介護老人福祉施設も

しくは介護老人保健

施設に対する理解を

深める 

□介護老人福祉施設もし
くは介護老人保健施設の

役割や業務を理解してい

る。 

□介護老人福祉施設もし
くは介護老人保健施設の

役割や業務をおおむね理

解している。 

□介護老人福祉施設もし
くは介護老人保健施設に

対する理解が十分でな

い。 

利用者の生活や生活

課題を理解する 

 

□利用者の生活の状況を
よく把握し，生活支援の必

要性を理解している。 

□利用者の生活の状況を
把握や生活支援の必要性

をおおむね理解している。 

□利用者の生活の状況や
生活支援の必要性をほと

んど理解していない。 

利用者と適切にコミュ

ニケーションを図る 

 

□利用者の安心感・信頼
感につながる適切なコミュ

ニケーションを実践してい

る。 

□利用者の安心感・信頼
感につながるコミュニケー

ションをおおむね実践して

いる。 

□利用者と話しはしている
が，利用者の安心感・信頼

感につながるコミュニケー

ションになっていない。 

安全・安楽に留意し， 

個別性の尊重や自立 

支援の観点をふまえ 

た生活支援技術を実 

践する 

□利用者に合った適切な
生活支援の方法を理解し

て実践している。 

□利用者に合った生活支
援の方法をおおむね理解

して実践している。 

□利用者に合った生活支
援の方法について，理解

や実践ができていない。 

介護職員の役割や多

職種との連携，地域と

のつながりを理解す

る 

□介護福祉士の役割や他
の職種の業務，地域との

つながりを理解している。 

□介護福祉士の役割や他
の職種の業務，地域との

つながりをおおむね理解

している。 

□介護福祉士の役割や他
の職種の業務，地域との

つながりをほとんど理解し

ていない。 

介護福祉士としての

基本的な態度を身に

つける 

 

 

□実習生としてふさわしい
身だしなみや言葉遣いで

あり，マナーが守れ，積極

的に行動している。 

□身だしなみや言葉遣い
等は意識しているが，あい

さつなどの声が小さかった

り，積極的でない場面があ

る。 

□身だしなみ，言葉遣い
及びマナーが十分に意識

できておらず，積極性も不

足している。 

総括コメント 

 

 

 

上記の通り評価します。             

 

令和    年    月    日        実習指導者名                         印 

 

介護実習Ｂ 
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介護実習Ⅱ評価表 

学校名 和歌山県立有田中央高等学校 氏名  学年 ３学年 

施設名  実習期間  令和   年   月   日～令和   年   月   日 

（      日間） 

該当する箇所の□にレをつけてください。 

評価項目 観点 A（よくできた） 観点Ｂ（おおむねできた） 観点Ｃ（努力が必要） 

傾聴・受容・共感の技
法を用いて，利用者
一人ひとりに応じたコ
ミュニケーションを図
る 

□傾聴・受容・共感の技法
を活用し，利用者の安心
感・信頼感につながるコミ
ュニケーションを実践して
いる。 

□傾聴・受容・共感の技法
を部分的に活用し，おお
むね利用者の安心感・信
頼感につながるコミュニケ
ーションを実践している。 

□利用者と話しはしている
が，利用者の安心感・信頼
感につながるコミュニケー
ションが実践ができていな
い。 

安全と安楽，個別性 
の尊重，および自立 
支援の観点をふまえ 
た生活支援を実践す 
る 

□利用者の個別性をふま
えた適切な生活支援を実
践している。 

□おおむね利用者の個別
性をふまえた生活支援を
実践している。 
 

□利用者の個別性をふま
えた適切な生活支援を実
践していない。 

一人の利用者につい 
てＩＣＦの視点で全 
体像をとらえ，アセ 
スメントを行う 

□ＩＣＦの視点で，利用者
の生活の全体像をよく把
握し，生活支援の必要性
を理解している。 

□ＩＣＦの視点で，利用者
の生活の全体像をおおむ
ね把握し，十分ではない
が生活支援の必要性を理
解している。 

□利用者の生活の状況や
生活支援の必要性を理解
していない。 

個別性の尊重や自立 
支援の観点をふまえ 
た介護計画を立案す 
る 

□個別性の尊重や自立支 
援の観点をふまえ，具体 
的な介護計画を立案して 
いる。 

□個別性の尊重や自立支 
援の観点をおおむねふま 
え，介護計画を立案してい 
る。 

□個別性の尊重や自立支 
援の観点をふまえた介護 
計画を立案していない。 

介護計画に基づき， 
適切に生活支援の実 
践，評価および修正 
を行う。 

□介護計画に基づいた生
活支援を実践し，評価や
介護過程の修正を行って
いる。 

□介護計画に基づいた生
活支援をおおむね実践し
評価を行っている。 

□介護計画に基づいた適
切な生活支援の実践や，
評価を行っていない 

多職種との協働を図
る。 

□介護過程の展開におい
て，他の専門職と協働して

いる。 

□介護過程の展開におい
て，十分ではないが他の

専門職と協働している。 

□他の職種と関わることが
できていない。 

介護福祉士としての
基本的な態度を身に
つける 
 
 

□実習生としてふさわしい
身だしなみや言葉遣いで

あり，マナーが守れ，積極

的に行動している。 

□身だしなみや言葉遣い
等は意識しているが，あい

さつなどの声が小さかった

り，積極的でない場面があ

る。 

□身だしなみ，言葉遣い
及びマナーが十分に意識

できておらず，積極性も不

足している。 

総括コメント 

 

 

上記の通り評価します。             

令和    年    月    日        

 実習指導者名                         印 
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令和２年度実習先一覧 

実習機関 

令和２年８月 20 日（木）～８月 31日（月）（8日間）（土・日を除く。） 

令和２年９月１日（火）～９月 10日（木）（8日間）（土・日を除く。） 

令和２年９月 11 日（金）～９月 24日（木）（8日間）（土・日・祝を除く。） 

実習施設・電話番号・担当教員一覧 

施設名 住所 電話番号 備考 

 特別養護老人ホームＭ  

 

 
  

Ｙグループホーム 

 

 
  

Ｙデイサービスセンター 

 

 
  

Ｋデイサービスセンター  

 
  

グループホームＫ 

 

 
  

実習配置 

８月 20 日～８月 31日 ９月１日～９月 10日 ９月 11 日～９月 24日 メンバー 

Ｙグループホーム Ｙデイサービスセンター 特別養護老人ホームＭ Ａ Ｂ 

Ｙデイサービスセンター Ｙグループホーム 特別養護老人ホームＭ Ｃ Ｄ 

グループホームＫ 特別養護老人ホームＭ Ｋデイサービスセンター Ｅ Ｆ 

Ｋデイサービスセンター 特別養護老人ホームＭ グループホームＫ Ｇ Ｈ 

特別養護老人ホームＭ グループホームＫ Ｙデイサービスセンター I Ｊ 

特別養護老人ホームＭ Ｋデイサービスセンター Ｙグループホーム Ｋ  

介護実習に必要なもの 

実習服・実習靴・白ソックス 《その他必要なもの》 

体操服（半袖・ハーフパンツ） 

筆記用具・メモ帳・介護実習ファイル 

印鑑 

お弁当・お茶 

ハンカチ・ちり紙・タオル・マスク 

健康チェックシート 

実習時間 
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介護実習Ⅰのまとめ           ２学年 氏名 （                         ） 

１ 介護職員や他職種の業務と多職種協働 

➊【                      】 

 

 

 

 

 

 

➋【                       】 

 

 

 

 

 

 

➌【                        】 
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２ 施設の特徴的な取り組みや行事・地域と連携した取り組み 

➊【                      】 

 

 

 

 

 

 

➋【                       】 

 

 

 

 

 

 

➌【                        】 
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３ 利用者の生活の理解 

➊【                      】 

 

 

 

 

 

 

➋【                       】 

 

 

 

 

 

 

➌【                        】 
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４ コミュニケーションと生活支援技術 

➊【                      】 

 

 

 

 

 

 

➋【                       】 

 

 

 

 

 

 

➌【                        】 
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５ 考察を深めたいテーマとその理由          ２学年   氏名（                      ） 

テーマ 

 

 

 

 

 

 

理由 
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介護実習Ⅰ報告書            実習施設名 （                             ） 

和歌山県立有田中央高等学校    ２学年   氏名（                             ）  

１ タイトル 

 

 

 

２ はじめに（タイトルの設定理由やテーマ）  

 

 

 

 

３ 利用者の状況 

 

 

 

 

 

 

４ 介護実習先での生活支援技術 
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５ 生活支援技術についてしらべたこととまとめ 
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６ 考察・今後の学習に生かしたいこと 
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介護実習Ⅱのまとめ         ３学年  氏名（                         ）

１ 介護職員や他職種の業務と多職種協働・地域とのつながり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 生活支援技術に関する気づきや学び 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 26 



p. 101 

 

３ 「介護過程」の展開を通しての考察や感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



p. 102 

 

４ 報告書のテーマとその概要             ３学年  氏名（                         ） 

【テーマ】 

 

 

 

 

【概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



p. 103 

 

介護実習Ⅱ報告書 

１ タイトル 

      

実習期間 

 

実習施設名 

和歌山県立有田中央高等学校３学年 

氏 名 

２ はじめに 

 

 

 

 

 

３ 事例の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 27 



p. 104 

 

４ 介護過程の展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



p. 105 

 

５ 考察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 引用・参考文献 

 

 

 

 

 



p. 106 

 

令和２年度 介護実習報告会 記録   年  組  番 氏名               

１．２学年の発表                                  

名前 参考になったこと 質問 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

別紙 28 



p. 107 

 

２ ３学年の発表 

名前 参考になったこと 質問 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

３．全体を通しての感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



p. 108 

 

 


